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最新日

建築改修工事特記仕様書（1）

Ⅰ

工

　

事

　

概

　

要

準工業 工業 指定なし

第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第１種住居 第２種住居

近隣商業 商業 工業専用

備　考延面積

工 　事 　名 　称

工 　事 　場 　所

用 　途 　規　  制

NO 名　　　称 構　造工　　種

概　要　説　明

建　築　工　事　改　修　特　記　仕　様　書

別　途　工　事

建

築

工

事

仕

様

Ⅱ

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項章

一

　

　

般

　

　

共

　

　

通

　

　

事

　

　

項

１

２　特 記 仕 様

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(最新版)」(以下「標仕」という。）、

　「公共建築改修工事標準仕様書(最新版)」（以下「改修標仕」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版)」（以下「解体共通仕様書」(最新版)とい

　う。）による。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針(最新版)」及び「建築改修工事監理指針」を参考とする。

３　施工に際し、施工手順書である建築工事施工チェックシート(最新版)に従い、提出のこと。

　(1)　項目は番号に    印のついたものを適用する。

　(2)　特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

　　・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

　　・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　(3)　特記事項に記載の（　）内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

　 特記事項に記載の〔　〕内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

第１種低層

準住居

床　面　積　 (ｍ 2)

施工基準1

現場代理人等6

工事実績情報の登録

(ＣＯＲＩＮＳ)

4

区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

別契約の関連工事5 　受注者は、別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。また、工事

　受注者は、工事請負代金５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス(ＣＯＲＩＮＳ)入力システムに基づき、「工事

　(1)工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　(3)工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

カルテ」を作成し、監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に(財)日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）に提出すると

技術管理

条件明示項目

安全対策

7

9

10

電気保安技術者8

　らない。

　付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

　(2)工事内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

５　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

４　現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。 

３　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

　(1)　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等を開始するまでの期

　　間)については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　(2)　工事請負契約書（以下「契約書」という。）の規定に基づく完了した旨の報告を受け、完了確認した翌日から契約期間満了

　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。また、建設工事公衆災害防

　・要　　・不要

する。

１　本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

２　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、建設副産物の発生抑

　制及び再利用の促進に努めること。また、再生資源利用〔促進〕計画書及び同実施所を作成し、速やかに報告のこと。

　施すること。

３　受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステムにより的確に実

４　施工計画書には、契約書の写し、施工者の写し、搬入出先までのルート図、運搬車のナンバープレート一覧を添付すること。

　なお、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

２　現場代理人は、監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（健康保険証の写し等）を「現場代理人等届」に添

１　原則として、現場代理人は、他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等を含め工事現場が不稼動であ

　　までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　む。）又は「軽微な変更の届け」の届けの必要が生じた場合は、申請手数料も含めて受注者の負担にて遅滞なくこれを行うこと。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建築工事保険等を工事目的物に付するものとする。

　律」（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化を実施すること。

　る期間は、常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかに取れる体制を確保すること。

　工事現場に置く電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものと

　に近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。さらに、実施運営についても担当

　者と協議を行い、支障のなきよう努めること。

総括安全衛生管理義務者11 　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

産業廃棄物の処理13

発生材の処理等12 ※　構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

と。

　受注者は、産業廃棄物を適正に処理するに当たり、以下の事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けるこ

契約工期による。

そ の 他  の  規  制

東 近 江 市

工 　事 　期 　間

1回目R○.○.○

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

ともに、センター登録の「登録内容確認書」の写しを監督職員に提出すること。ただし、期間には、土曜日・日曜日・国民の祝日

に関する法律に定める国民の祝日・年末年始を除く。

止対策要綱を遵守すること。

　した内訳明細書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

１　部分的な設計変更、一部の追加工事等に関して、請負代金に増減が生じた場合、受注者は、施工に先立ち工事費の増減を精算

２　材料、工法等の変更により建築基準法第６条第１項「計画の変更に係る確認」の申請（法第１８条第２項においての適用を含

１　工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定し、安全管理員を配置して危険防止に努めること。

２　工事車両の出入りについては、速度制限を遵守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員を配置するととも

４　喫煙等については、事前に協議を行い、一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

５　受注者は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

６　建設機械は、国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示すること。）を使用すること。

３　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討の上、事前に協議

　を行い、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

3 官公署その他への届出 　本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数

料とも）は、一切受注者の負担とする。

・その他関係法規に基づき安全に施工すること。

・本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む図面、標仕により完全に施工する。

　①質問回答書　②現場説明書　③特記仕様書　④図面　⑤改修標準仕様書

・本工事の優先順位は、公共建築改修工事標準仕様書（１．１．１）に示す以下の順とする。

・本図は、工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、監督職員と打合せの上、その指示に従い入念に施工すること。

2 適用基準等

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・東近江市　都市整備部　施設建築課　工事管理マニュアル（最新版）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・建築工事監理指針・建築改修工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

　と。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質、性能を有することの証明となる資料又は外部機関((社)公共建

18 材料の検査に伴う試験

技能検定作業適用工事種別

技能士19

建築材料等14

15 材料等の保管

特別な材料の工法17

材料の品質等16

　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　(3) 安定的な供給が可能であること。

　(4) 法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること。

　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

　試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定に当たっては、監督職員の承諾を受けること。

　建築材料等は、極力市内産品を選定することとし、製品等は、特記されたもの又は同等品以上とする。ただし、同等品以上とす

る場合は、監督職員の承諾を受けること。

　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、作業

前、作業終了後の確認等、確実な管理を行うものとする。

築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものと

する。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該

商品又は同等以上の品（以降、同等品と記す。）を使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受けること。

　屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空

気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を選定する。（標仕を参考とすること。

）さらに、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製

品、材料の利用にも努めること。

及びその製造者は、次の（1）から（6）の事項を満たすものとする。

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ又はＪＡＳマークの表示のない材料

各種検査合格書等23

取扱説明書の作成24

・サービス版　　※キャビネ版 　主として内観

　主として外観

　工事月報用

　完了届提出用

・サービス版

・サービス版

・サービス版

・サービス版　　※キャビネ版

定期提出

完成時

工事中

着工前

区　分

　状況によりつなぎ写真・サービス版

　

工事写真25

提出部数撮影箇所分類・規格

　・　５　・ ９　・ ３０

　・　　　・ ９　・ １２

  ・　３　・ ６　・　９

　・　　　・ ５　・　７

　・　　　・１０ ・ ３０

２

１

２

２

２

２

　　　ファイル形式をＪＰＥＧとし、ＤＶＤ－Ｒにて提出すること。

　必要に応じ撮影する。

化学物質の濃度測定20

　着工前の測定　　　※行わない　　・行う　　測定対象室　　　・図示　　　　　

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン、アセ

トアルデヒドの濃度を測定し、報告する。測定は、パッシブ型採取機器により行う。

技術検査21 　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。

完成時の提出図書22

　※施工計画書　　　　提出部数　※１部　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　※１部　　・　　部 (指定サイズ及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

　※保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書、保証書、その写し各２部を提出すること。

　なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

　※完成図(しゅん工図)提出部数　※４部　　・　　部(訂正した図面)

　しゅん工引渡し時に、取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。（部数、詳細については、監

督職員の指示による。）

　※東近江市の求める部数とする。【データとも提出（ＪＷＷ及びＰＤＦ形式)】

しゅん工写真

※図示　　　・現場にて指示

・材料調達の促進

市内下請

設計ＧＬ

　

26

27

保険等28

29 施工体制点検

30 不法無線局の排除

地元説明会31

近隣家屋の調査32

バリアフリー33

施工図等の取り扱い

設計図の製本

環境配慮

軽微な変更

34

35

36

37

いると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

　設計図書に明記なくとも、機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、請負金額の増減対象とし

　施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。

　受注者は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無線局を搭載して

市内下請業者・市内材料調達の促進について

１　本市発注の建設工事等の施工に当たり、下請契約する場合には、できる限り東近江市に本店を有する業者へ発注するよう努め

２　工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借入れする場合は、極力地場調達するなど、施工に当たっての配慮をする

　こと。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等への損害についても補償

する保険に加入すること。

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

　受注者は、工事の着手前、完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工事の起因する損傷等の有無を確認する

　バリアフリー化に当たっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

ない。また、その費用(手数料とも)は、一切受注者負担とする。

　ること。その場合、適正な価格で請け負わせ、下請代金は適正な期間内に支払うこと等、下請契約、下請代金支払の適正化に努

　めること。

こと。万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近

隣家屋、工作物等についても調査を行うこと。

　工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　指定サイズ（Ａ１又はＡ３）　４部

　使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画を立て、省エネルギー施工に努めること。

版）」による。完成写真の撮影場所は、監督職員の指示による。しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタルカメラの総画素数は６００万画素以上（２８０

０×２１００）以上とする。

　工事写真の撮影要領は、「工事写真撮影ガイドブック（建築工事編及び解体工事編）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最新

（1.1.7)

（1.3.9)

（1.3.7)

（1.1.4)

（1.3.3)

（1.3.11)

（1.1.3)

(1.1.1)

足　場２

　

仮

　

設

　

工

　

事

１

２

３ 仮設間仕切り

仮囲い

４

５

養　生

工事用水

仮設計画書

６

７

８

　メッシュシートによる養生　　　※ 行う　　　・ 行わない

　材料、搬出等の運搬(　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　　・ Ｅ種)

　必要に応じて室内外の壁、天井、床等シートで養生する。

　溶接作業を行う場所については、防災シートを使用し、防火対策を講ずる。固定家具、備品の移動・ 行う・ 行わない

　種別(　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種)　下地(　　　　)　仕上げ(　　　　)

　・ 設ける　　　・ 設けない

　１０名程度の打合せスペースを確保する。現場事務所と兼用を認める。

　図示による他鉄板塀、金網塀、板塀等の仮設計画を立案し、監督職員と協議すること。

　構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

　構内既存の施設　　　・ 利用できる （ ※ 有償　・ 無償 ）　・ 利用できない

　工事の着手に先立ち、仮設計画書を作成して監督職員に提出する。

工事用電力

（1.4.6)

（1.4.2)

（1.4.5)

（1.4.1)

（1.6.2)

監督職員事務所

備　　　考

（1.6.9)

（1.7.2)

（1.8.1から3）（表1.8.1)

　外部足場　　　種別(　・ 枠組本足場　　・ くさび緊結式足場　　・ 単管本足場　　・ 棚足場)

　内部足場　　　種別(　・ 脚立、足場板等　　・ ローリング足場　　・ 単管本足場　　・ 棚足場) （2.2.1)

（2.3.1)

（2.3.2)

（2.4.1)

2

・　横葺　　・　瓦棒葺　　・　平葺　　・　

・　塗装溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板及び綱帯

・　塗装溶融５５％アルミニウムー亜鉛合金メッキ鋼板及び綱帯

・ 重ね形　　・ はぜ締め形　　・　

軒先面戸板　※ あり　・ なし

３０分耐火　※　あり　　・　なし

・　ポリ塩化ビニル被覆金属板

・　塗装ステンレス鋼板

※　アスファルトルーフィング９４０　　・　改質アスファルトルーフィング下葺材

・　塗装溶融亜鉛メッキ鋼板　・　溶融アルミニウムメッキ鋼板　・　

留付け用部材　　　 　・　亜鉛メッキを施した鋼製品　　　・　ステンレス製品

下　　葺

形　　式

材　　種

種　　類

種　　類

種　　類

アスファルトシングル葺

粘　土　瓦　葺

一般部　※ ０．４５ｍｍ　・　　　　　　谷部　※ ０．４５ｍｍ　・　

山　高　　　　(ｍｍ)　　山ピッチ　　　　(ｍｍ)
耐　力　　　　（Ｎ／ｍ ）

板　厚　・ ０．６ｍｍ　　・ ０．８ｍｍ

けらば包み　※ あり（厚さ　　　(ｍｍ)　　幅　　　(ｍｍ)）　・ なし

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

断熱材　※ あり（種別：　　　厚さ：　　ｍｍ　防火性能：　　　）・　なし

屋根葺形式　　

材　　種

厚　　さ

・　冷間圧延ステンレス鋼板及び綱帯

・　溶融アルミニウムメッキ鋼板及び綱帯

　　　　　寸法:　　　　　　　　　　産地:

耐風圧力　　　　　　　　　　　　　　Ｎ/ｍ2 積雪荷重 　　　　　　　　　　　　　　Ｎ/ｍ2

・　フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板

屋　根　性　能

長尺金属板葺

防 露 材

雪止め金物

・ 設ける　　　　　　　・ 設けない

・　

下葺材

材　　種

掃 除 口

とい

ルーフドレン

責任施工及び保証期間

※ 硬質塩化ビニル管　　ＶＰ 　　　・ 鋼管

・ ステンレス管（既製品）　軒樋、縦樋、箱樋

※ 改修標仕表3.8.3による。

・図示による。

折　板　葺

(表13.2.1)

（13.2.3)

(13.4.2)

（13.5.2),(表13.5.1)

(13.2.3),(13.3.3)

（13.3.2)

板材折曲げ形の取付工法　・ 図示

種　類

・　

呼称肉厚（mm） 表面処理 固定間隔

・ Ａ-１

・ Ｂ-１

・ Ｂ-２

・ Ｄ

(　　　　　)

・２５０形

・３００形

・３５０形

・２５０形

１．６以上

１．８以上

２．０以上

１．６以上

アルミニウム製笠木

様による。

　　　・ 長尺金属板葺

　　　・ 折板葺

隅角部、突当たり部等の役物は、本体製造所の仕

(3.9.3)

(3.9.2から3)(表3.9.1)

備　　考

４
１ 施工数量調査

調査内容

　コンクリート表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

　調査報告書の部数　　　※２部　　

調査範囲　※外壁改修範囲　・図示の範囲

　モルタル塗仕上げ、タイル張り仕上げについては、浮き部分を表面に表示し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

　ひび割れの幅、長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無、錆汁の流出の有無を調査する。

　塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材と

　の適合性を確認する。

外

壁

改

修

工

事

4-1

外

壁

改

修

工

事

　

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

放

し

仕

上

げ

外

壁

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４ ・ 低粘度形 ・ 中粘度形）

　 　

１

※

・

・

・シーリング用材料

　ポリウレタン系シーリング材

・

　※行わない　・行う

欠損部改修工法２

ポリマーセメントモルタルの充填

※自動式低圧エポキシ

・手動式エポキシ樹脂

　樹脂注入工法

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

　注入材料

・可とう性エポキシ樹脂

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

※充填工法

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

※１成分形又は２成分形

充填材料 品質・規格等

※樹脂注入工法

１３０

※　４０

※　７０

※　１３０

 ０．２以上から１．０未満

 ０．２以上から０．３未満

 ０．３以上から０．５未満

 ０．５以上から１．０未満

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　検査（コア抜取り）　※行わない

・Ｕカットシール材充填工法

注入工法の種類 注入量（ｍｌ/ｍ）注入口間隔（ｍｍ）ひび割れ幅（ｍｍ）

・シール工法　(０．２ｍｍ未満の場合)

ひび割れ部改修工法

(4.1.4)(4.2.4から5)

(4.2.4)

(4.2.5)

(4.1.4)(4.2.6)

(4.1.4)(4.2.7)

(4.1.4)(4.2.8)

備　考

備　考

(3.7.2)(表 3.7.1)

施工箇所

　接着性試験　　　　　・ 簡易接着性試験　　　・ 行う　　　・ 行わない

　　　　　　　　　　　・ 引張接着性試験　　　・ 行う　　　・ 行わない

シーリング材の種類（記号）

　・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法　　　　

　※下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする。

　シーリング材の種類、施工箇所

　・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

　シーリング改修工法の種類　　シーリング

(3.8.3)(表3.8.4)

(3.8.2)(表3.8.1)

掃　除　口　　　　※あり　　　　　・なし

   ・次の箇所は行わない（　　        　　　　　　　　　　　　　　）

   ※図示

縦どい受け金物の取付け

鋼管製といの防露

※配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　 ・硬質塩化ビニル雨どい　　・表面処理鋼板　　・ステンレス鋼版

といの材種と　い

１ 降雨等に対する養生

(とい共)

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

・ 

(3.1.3)

既存保護層の撤去

・行う（範囲 ・図示による　・　　　　　　　　）

・行わない

既存防水層の撤去

・行う（範囲 ・図示による　・　　　　　　　　）

・行わない

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

・行う（ ・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X ）

・行わない

(3.2.3～4)(3.2.6)既存防水の処理

既存下地の処理 補修箇所の形状、長さ、数量等

※図示による　　　　　・　

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤

去とした立上り部等の処置　　 

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

・

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付

け部、塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

※監督職員と協議する

・図示による

(3.2.6)

(3.6.2から3)(表3.1.1)(表3.6.1から2)

(3.5.2から3)(表3.1.1)(表3.5.1から3)

厚さ（ｍｍ）

・カラー

(3.4.2から3)(表3.1.1)(表3.4.1から3)

(3.3.2から3)(表3.1.1)(表3.3.3から10)

(3.2.2)(3.3.2)

(3.2.5)

(3.3.3)

(3.2.6)

(3.3.2)

(3.3.2)

(3.2.6)

(3.4.3)

(3.5.4)

(3.5.3)

(3.5.2)

(3.2.6)

(3.6.3)

・カラー

・シルバー

仕上げ塗料塗り

・シルバー

仕上げ塗料等

・軽歩行

※非歩行

使用分類

（保護層は、図示による。）

　・ ＦＲＰ系塗膜防水　(仕様　　　　　　　　、施工箇所　　　　　　　　)

　Ｐ１Ｙ工法及びＰ２Ｙ工法の保護層の適用　　　・ あり　　・ なし

　脱気装置　・設けない　・設ける

　既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（Ｌ４Ｘ工法の場合）　・除去する　　・除去しない

　目地処理　ＰＣコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　脱気装置　・設ける　・設けない

　断熱工法に用いる断熱材　　　材質　　　　　　　　厚さ　　　　　　　ｍｍ

　屋上排水溝　　　・ 設ける　　・ 設けない

　・モルタル押え

　・乾式保護材の材料　※押出成形セメント板　厚さ１５ｍｍ

　　　　　　　　　　　　コンクリートブロックとする。

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

Ｍ３Ｄ、Ｐ０Ｄ工法の脱気装置　　　　　　※設けない　　・設ける

Ｐ０Ｄ工法等の改修ドレン　　　　　　　　※設けない　　・設ける

アスファルトの種類　※３種　・４種

　脱気装置　・設けない　・設ける

　既存露出防水層表面の仕上げ塗装(Ｍ４ＡＳ工法、Ｍ４ＡＳ工法の場合)　　　・ 除去する　　・ 除去しない

断熱工法の断熱材　　厚さ（ｍｍ）　※２５　　・　

・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２　・ＡＳ－Ｊ３

防水改修工法の種類

・ＤＩ－１　※ＤＩ－２

・Ｓ－Ｍ３

・Ｓ－Ｆ２　・ＳＩ－Ｆ２

・Ｓ－Ｆ１　・ＳＩ－Ｆ１

　・コンクリート押え

立上り部の保護

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（Ｍ４Ｃ工法、Ｍ４ＤＩ工法の場合）　・除去する　　・除去しない

新規防水層の種別施工箇所防水改修工法の種類

※Ｙ－２

・Ｘ－１　※Ｘ－２

※Ｘ－１　・Ｘ－２

・Ｐ１Ｙ工法　・Ｐ２Ｙ工法

新規防水層の種別施工箇所

・Ｌ４Ｘ工法

・Ｐ０Ｘ工法

防水改修工法の種類

塗膜防水

・Ｓ－Ｍ３

・Ｓ－Ｍ２　・ＳＩ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１　・ＳＩ－Ｍ１

・Ｍ４ＳＩ工法

・Ｍ４Ｓ工法

・Ｓ３Ｓ工法

・Ｓ３ＳＩ工法

・Ｓ－Ｆ２ ・Ｓ－Ｍ２ ・ＳＩ－Ｆ２ ・ＳＩ－Ｍ２

・Ｓ－Ｆ１ ・Ｓ－Ｍ１ ・ＳＩ－Ｆ１ ・ＳＩ－Ｍ１

新規防水層の種別施工箇所

・Ｓ４Ｓ工法　・Ｐ４ＳＩ工法

・Ｐ０Ｓ工法　・Ｐ０ＳＩ工法

防水改修工法の種類

シート防水

ルーフィング

合成高分子系

・ＡＳＩ－Ｔ１　・ＡＳＩ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４　・ＡＳ－Ｊ２　・ＡＳ－Ｊ４

新規防水層の種別施工箇所

・Ｐ０ＡＳＩ工法

・Ｍ４ＡＳＩ工法

・Ｐ０ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳ工法

・Ｍ４ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳＩ工法

シート防水

改質アスファルト

・ＰОＤＩ・Ｍ３ＤＩ・Ｍ４ＤＩ

防水

屋内 ・Ｅ－１　　※Ｅ－２

・Ｐ１Ｅ　　・Ｐ２Ｅ

・Ｄ－１　 ※Ｄ－２　 ・Ｄ－３　 ・Ｄ－４

・Ｃ－１　 ※Ｃ－２　 ・Ｃ－３　 ・Ｃ－４

・Ａ－１　　※Ａ－２　　・Ａ－３

・ＡⅠ－１　※ＡⅠ－２　　・ＡＩ－３

・ＢⅠ－１　※ＢⅠ－２　　・ＢＩー３

・Ｂ－１　　※Ｂ－２　　・Ｂ－３

防水

露出

水

防

護

保

・Ｍ３Ｄ　　・Ｐ０Ｄ

・Ｍ４Ｃ

・Ｐ２Ａ

・Ｐ２ＡⅠ

・Ｐ１ＢⅠ　・Ｔ１ＢⅠ

・Ｐ１Ｂ

アスファルト防水

　・レンガの種類　　　※見え隠れ部分は市販品のレンガ(ＳＲ１２５０)　　・ 市販品のレンガ形

２

３

４

５

６

７

９
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19

株式会社 創作舎

ＴＥＬ　　0748-42-5611

ＦＡＸ    0748-42-8080

ＴＥＬ　　0748-24-1234

ＦＡＸ    0748-24-0752

意-01

１ 校舎棟 改修 RC造

１階 ２階 ３階 塔屋階

ｍ 当たり１箇所

ｍ 当たり１箇所

設置数量

(3.3.3)(3.4.3)(3.5.3)

（　　　　　）

（　　　　　）

2

2

・ステンレス　　　　　・銅

・合成ゴム　　　　　　・塩化ビニル樹脂

・ポリエチレン樹脂　　・ＡＢＳ樹脂

材　　質種　　類

・ステンレス　　　　　・鋳鉄

・立上がり部脱気型

・平面部脱気型

脱気装置８

　・ アクリル系塗膜防水　(仕様　アロンコートＳＴ　東亞工業株式会社　同等品以上　、施工箇所　建物外壁部　)

外部ＰＳ　ケイカル板目地部分

タイル外周廻り、建具廻り、建具水切下、雑シール
ＭＳ-２

　　　　　10　　　年間

　　　　　10　　　年間

　測定箇所数　　　　２箇所（監督職員の指示による。）　　　　　・図示　　　　　

38 建設業退職金共済制度 　建設業退職金共済制度に加入し、その掛金収納書の写しを監督職員へ提出すること。また、「建設業退職金共済制度適用事業主

工事現場」の標識を建設現場に掲示すること。

不当介入の防止

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）  

３　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するもの

　する。

２　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所轄警察署に届け

　東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

１　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員、暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をい

　う。）による不当介入（不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　時点で、速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

　出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請請負人(再委託の協力者を含む。)

　に対して、十分に指導を行うものとする。

39

工法の提案  ・標準仕様書　1章　各章共通事項（1.6.8）工法の提案40

その他

 ・工事関係書類等は、書面にて残すこと。工事関係者は腕章を付けるなどして、容易に区別できるようにすること。

 ・定例会では、前回議事の確認、本回工事会議の確認、指示事項、その他質疑等、次回打合せ日程の確認を行うこと。また、月

　１回総合定例として、電気、機械等の設計者を交えて会議を行う。

 ・部分使用については、竣工検査まで使用する場合は、検査員の検査を行う。検査の指示に従い、書類を用意すること。

 ・質疑については、所定の様式でやりとりを行うこと。

 ・建築工事下請人報告書、施工体制台帳等届出書（施工体制台帳、施工体系図）再下請通知書について金額にかかわらず提出す

　ること。

41

42 仮契約 ・本工事の請負契約は、地方自治法(昭和22年法律第67号)第96条第1項第5号及び東近江市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

　又は処分に関する条例(平成17年東近江市条例第65号)第2条の規定により議会の議決を要するため、落札決定後は仮契約を締結し、

　議会の議決を得たときに当該仮契約は本契約として効力が生ずるものとする。

　なお、東近江市は、当該議案が東近江市議会で可決されなかった場合でも、仮契約の相手方に対していかなる責任も負わないもの

　とする。

　※監督職員事務所の規模　（　・ １０ｍ2 ・ ２０ｍ2 ・ ３５ｍ2 ・ ６５ｍ2 ・ １００ｍ2 ）程度

塩ﾋﾞｼｰﾄ
1.5

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

東近江市横溝町 202番地

風致地区　自然公園　市街化区域　市街化調整区域　法２２条指定区域　区域区分非設定

6721.53

校舎棟の特定防火設備の改修工事を行う。

市立湖東中学校特定防火設備改修工事



東 近 江 市

建築改修工事特記仕様書（2）

◆　発　注　者　◆ ◆ 工 事 名 称 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆

製 図

最新日

◆ＮＯＴＥ◆ 1回目R○.○.○

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目 ◆ 図 面 番 号 ◆

図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者◆ 縮 尺 ◆◆ 図 面 名 ◆

16　特殊機能床材 ・ 帯電防止床シート又はタイル　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

・ 耐動荷重性床シート　　　　　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

・ 防滑性床シート又は床タイル　　　種類(　　　　　　)　　厚さ(　　　　　　)　　性能(　　　　　　　)

(6.8.2)

(6.8.2)

(6.8.2)

17 幅木 種別　・ビニル　　・木　　・　　　　　　　　　　厚さ　　　　　ｍｍ　　　高さ　　　　　ｍｍ (6.8.2)

18 カーペット敷き

19 合成樹脂塗床

・ニードルパンチカーペット

・見切り、押さえ金物　　　　　　　材質　　　　　　種類　　　　　形状

厚さ　　　　　ｍｍ　　　　　帯電性　 ※人体耐電圧３ｋＶ以下

種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

色柄　等

※無地

・柄物（標準品）

備考

パイル形状

・

※全面接着工法

・グリッパー工法

備考

※第一種

・第二種

・薄膜流し展べ仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

種　　別

・織じゅうたん

・タフテッドカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

※５から７　・　

※４から６　・　

※４　　　　・　

・タイルカーペット

パイル形状 種　類

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

仕上げの種類

備考

・弾性ウレタン樹脂系塗床材

・エポキシ樹脂系塗床材

種　類

パイル形状

※５００×５００ ※６．５

帯電性　※人体帯電圧３ｋＶ以下      ・　

パイル長（ｍｍ） 工　　法

総厚さ（ｍｍ）

帯電性　・人体帯電圧３ｋＶ以下（フリーアクセスフロア新設範囲）

帯電性　※人体帯電圧３ｋＶ以下      ・　

(6.10.2から3)(表6.10.1から7)

(6.9.2から3)(表6.9.2)

(6.9.2から3)(表6.9.2)

(6.9.2から3)(表6.9.1)

15　ビニル床タイル張り 材　　質：

厚　　さ ・ ２．０　　・ ３．０

(6.8.2)

・ 防滑性クッションフロアシート

・ 不織布積層床シート（ＮＦ）

※ 織布積層床シート（ＮＣ）

14　ビニル床シート張り シートの種類

厚　　さ ・ ２．０　　・ ２．５　　・ ２．９

(6.8.2)

軽量鉄骨壁下地13 スタッド、ランナーの種類　　・５０型　　・６５型　　・９０型　　・１００型

スタッドの高さが５ｍを超える場合　※図示

(6.7.3)(表6.7.1)

(6.7.4)(表6.7.1)

既存の埋込インサート　　　・使用する　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　・行う　・行わない

12 軽量鉄骨天井下地

　外部野縁受、吊りボルト、インサートの端部からの設置位置　　※１５０ｍｍ

　外部野縁受の間隔　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　・　　　ｍｍ

野縁等の種類

　屋外（・１９型　※２５型）　屋内（※１９型　・２５型） (6.6.2)(表6.6.1)

(6.6.3)

(6.6.3)

(6.6.4)

(6.6.3から4)

11 壁及び天井下地 工法は改修標仕による。 (6.5.9)(表6.5.8)

窓、出入口その他10 工法は改修標仕による。 (6.5.7)(表6.5.7)

８ 防腐、防蟻防虫処理

９

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐処理　　※行う（※図示　　・　　　　）

　防蟻処理　　・行う（※図示　　・　　　　）

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　防虫処理　　・行う（・図示　　・　　　　）

　　表面処理用木材保存（防腐・防蟻剤）剤は、監督職員の承諾するものとする。

工法は改修標仕による。鉄筋コンクリート造等の

内部間仕切軸組及び

床組み

(6.5.5)

(6.5.6)(表6.5.8)

施工箇所 部材名称 樹種 寸法・形状品質・等級

５

６ 木下地等

７ 集成材等

※仕上げ材のみ

・下地とも(※図示の範囲　・除去範囲全て)

木材の使用について

木材の断面寸法

表面仕上げ

木材

間伐材を含め極力市内産を使用すること。

・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種

木材の含水率

造作材の等級

※ Ａ種　　・ Ｂ種

※ Ａ種　　・ Ｂ種

表示寸法で板材、造作材は、仕上がり寸法、構造材は、ひき立て寸法とする。

品　名

※一般材　　　

・１種　※２種　・３種　　　

※１等　・２等　　　

※１等　・２等　　　

規格・材面・品質 樹種

天井の撤去

※集成材　　　

・構造用集成材

・造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

下地補修

(6.4.2)

(6.5.2)

(表6.5.3)

(6.5.1)（表6.5.1から2)

(表6.5.4)

(6.5.1)

備　考

施工箇所

３ 既存床の撤去及び ※仕上げ材のみ(接着剤とも)

・下地モルタルとも(※図示の範囲　・除去範囲全て)

・機械式除去工法 ・目荒し工法

４ 既存壁の撤去及び

・モルタル塗り(塗り厚２５ｍｍを超える場合の補強 ※行う ・行わない)

・図示による。

・図示による。

ビニル床シート等の除去

合成樹脂塗り床材の除去工法

その他の除去は、改修特記仕様書による。

コンクリート間仕切壁等に伴う他の構造体の補修

壁の撤去　　　　　　 ・下地とも(・図示　　・除去範囲全て)　　・仕上材のみ

改修後の床の清掃範囲

下地補修

下地補修

(6.3.2)

(6.2.2)

自動ドア開閉装置

開閉方法 センサの種類

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

11

自閉式上吊り

引戸装置

12

重量シャッター13

軽量シャッター14

・障害物感知装置(電動式の場合)

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※ステンレス鋼板

　（ＳＵＳ３０４）

15

ガラス

※クリア　・熱線反射

・乳白　　・カラー（　　　　　　　）

16

材　　種

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

※シーリング材 

※シーリング材 

ガラス止め材

及び溝

17

ガラス用フィルム

※内張り　・外張り

18

・溶融亜鉛メッキ鋼板

※スライデイングドア

・スイングドア

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

開閉形式

   ※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛メッキ鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール等

危険防止機構

ガイドレールの材質収納形式開閉方式セクション材

防火認定パターン色　　調

ガラス留め材

建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

名　　称

※ガラス飛散防止フィルム

種　類 張り面 性能値

飛散防止率　Ｄ１

開閉機能

   ※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

危害防止機構　　　　　　　　※障害物感知装置 （自動閉鎖型）

            　　　　　　　　 ・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

第２種

寸法（ｍｍ）

　※鋼板製　　　・ステンレス製ＳＵＳ３０４（厚さ１．５ｍｍ）

オーバーヘッドドア

シャッターの種類

※製造所標準製作規定寸法許容差による。

品質規格　※ 改修標仕5.9.3による。

　　　　　・ 製造所標準仕様による。

品質ＪＩＳ Ａ ５７５９による。

・ガラスブロック　　改修標仕5.13.5による。

※建具表による。

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ2

・凍結防止措置（適用箇所は、建具表による。）

※なし

・あり

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

(5.14.3)(表5.14.1)

(5.14.5)

(5.14.2)

(5.13.2から4)(表5.13.1から2)

(表5.12.2)

(5.12.4)

(5.12.3)

(5.12.2)(表5.12.1)

(5.11.2)

(5.11.2)(表5.11.1)

(5.10.3)(表5.10.1)

(5.8.2から3)(表5.8.1から3)

６

内

装

改

修

工

事

１ 他の部位との

取合い等

２ 有害物質を含む

　・図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま

　・図示の範囲

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

　※壁厚程度とし既存仕上げに準じた仕上げを行う。

　・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

改修部に石綿、鉛等の有害物質を含む材料が使用されている場合は、監督職員と協議する。

　※壁面より両面６００ｍｍ程度とし既存仕上げに準じた仕上げを行う。

材料の処理

(6.1.4)

(6.1.3)

建具表による。

　遮音性能

　断熱性能

　表面色

性能等級　(　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　）

キーボックス　※製作する　・製作しない

４ 網　戸

５ 樹脂製建具

６ 鋼製建具

７ 鋼製軽量建具

８

建具用金物

木製建具９

10

防虫網

　網の種別　・ガラス繊維入り合成樹脂製 ・合成樹脂製　・ステンレス製（ＳＵＳ３１６）

　形　　式　・外部可動式　・固定式

　枠の見込み寸法

マスターキー　※製作する　・製作しない

建具用金物

吊金物

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　

ステンレス製建具

　建具表による。

　建具表による。

曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強あり）

簡易気密型ドアセットの適用は、建具表による。

簡易気密型ドアセットの適用は、建具表による。

耐風圧等性能の適用は、建具表による。

簡易気密型ドアセットの適用は、建具表による。

耐風圧等性能の適用は、建具表による。

｝

建具表による。

屋内建具

・Ｂ種

３

・Ａ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

耐風圧性 気密性

Ａ－３ Ｗ－４

水密性 施工箇所

外部に面する建具

種　別

　防音ドアセット、防音サッシ　　　　　・　適用する　遮音性の等級(　　)

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　　　　・　適用する　断熱性の等級(　　)

　耐震ドアセット　　　　　　　　　　　・　適用する　面内変形追随性の等級(　　)

表面処理　　　種別　　　　　　　　色　・ 標準色　　・　特注色

表面処理　　　種別　　　　　　　　色　・ 標準色　　・　特注色

Ａ－４ Ｗ－５

　枠の見込み寸法　　　　　　　・７０　　　・１００

　結露の処理方法

アルミニウム製建具

(5.2.4)(表5.2.2)

(5.2.4)(表5.2.2)

［5.2.2］［表5.2.1］

仕上げの形状呼び名 施工箇所・備考

　・ 

　・ 

　・　外装薄塗材Ｅ

　・　可とう形外装薄塗材Ｅ

　・　防水形外装薄塗材Ｅ

　・　内装薄塗材Ｅ

　・ 着色骨材砂壁状　吹付け

　・ 

　・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

　・ ゆず肌状

　・　外装厚塗材Ｃ

　・　外装厚塗材Ｅ

　・　内装厚塗材Ｃ

　・　内装厚塗材Ｅ

　・ 

　・ 

　・　複層塗材Ｓi

　・　複層塗材Ｅ

　・　複層塗材ＲＥ

　・　防水形複層塗材Ｅ

　・　防水形複層塗材ＲＥ

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・ 凸部処理　・ 凹凸模様　・ ゆず肌状

　・　吹付用軽量塗材

　・　こて塗用軽量塗材

　・ 砂壁状

　・ 平たん状

｝
Ａ－１の黄色マーカー

4-4

外

壁

改

修

工

事

　

塗

り

仕

上

げ

外

壁

種　　類

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

工　法 処理範囲 下地面の補修

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・高圧水洗工法

・水洗い工法

・サンダー工法 ・図示

・図示

・図示

・図示

・塗膜剥離剤工法

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

塗膜剥離剤

※下地調整塗材

・ポリマーセメントモルタル

・防水形仕上げ塗材主材を使用

　防火材料の指定が必要な場合

　　※建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

　加圧力　※５０MPa程度

１ 既存塗膜等の除去

及び下地処理

２

３

下地調整材

仕上げ塗料仕上げ

　厚付け仕上げ塗材

　薄付け仕上げ塗材

　複層仕上げ塗材

　軽量骨材仕上げ塗材

複層仕上げ塗材の耐候性

複層仕上げ塗材の上塗材

複層仕上げ塗材の耐候性

複層仕上げ塗材の上塗材

(4.5.3)(表4.5.2から4)

(4.5.4)

(4.5.4)

(表4.5.1)

（4.6.2)４ マスチック塗材塗り
 

５ 外壁用塗膜防水材塗り

マスチック塗材　　　　　種別(　・Ａ種　　　　・Ｂ種　)　　　　　仕上材種類(　　　　　　　　　)

(4.1.5)(4.7.2､3)(表4.7.1)仕上げの形状：

工法：

仕上塗料の耐候性 ：

モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁改修）による。

コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書４章外壁改修工事（コンクリート打ち放し仕上げ外壁改修）による。

下地挙動緩衝材の適用　　・適用する　　・適用しない

吹付け工法の模様材の種類

　・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

外壁用仕上塗料の種類

　・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事（塗仕上げ外壁等改修）による。

５

建

具

改

修

工

事

・アルミニウム製建具

１ 改修工法の適用

・鋼製建具 ・外部

・内部

・鋼製軽量建具

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・ステンレス製建具

見本の製作等２

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法

新規建具開閉の補修方法及び範囲は、図示による。

・特殊な建具の仮組　※行わない　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

・建具見本の製作　　※行わない　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

備　　　　　　考

(5.1.5)

(5.1.3)

　 　 　 　 　

一般部 指定部 一般部 指定部

・ ・ ・ ・

・・・・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

・・

・

・

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

※１６ ※２５

※１３

※１３

※２０

※２０

※９ ※１６

※９ ※１６

※９ ※１６

※１２

※１２

※９

※９

※２０

※２０

※１６

※１６

充填量

注入量

改修工法の種類

（タイルを撤去しない場合）

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

　アンカーピン

※２５ｍｌ

※５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工したもの。

（本/ｍ2 ） （箇所/ｍ2）

４ 浮き部改修工法

(4.1.4)(4.4.9から 15)(表 4.4.3から 4)

(4.3.5)

(4.3.5)

　注入口付アンカーピン

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６ｍｍ

陶磁器質タイル張り (4.2.2)(4.4.7から8)６

施工箇所 石材の種類・品質 寸法 産地 備　考仕上の種類

　役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は、一体成形とする。

　タイルの見本焼き　※行わない　　・行う

(4.4.7から8)(表4.4.5)　壁タイル張りの工法

　外装タイル　　　　・密着張り　　・マスク張り　　　　・改良積上げ張り　　　・改良圧着張り　　・外装壁タイル

　ユニットタイル　　・マスク張り　・モザイクタイル張り・外装壁タイル接着剤張り

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮目地改修工法 　　　　　　　位置　　・図示　　　　　　　　寸法(　　　　　　)

      シーリング用材料

         種類　　・ＰＵ－２　　　　・ＭＳ－２　　　　

目地改修工法５

(4.1.4)(4.4.16)

(4.1.4)(4.4.16)

(3.7.2)(表3.7.1)
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外

壁

改

修

工

事

　

モ

ル

タ

ル

塗

り

仕

上

げ

外

壁

・行う（※全面　・図示の範囲)　　　　・行わない

※樹脂注入工法

　注入材料

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４低粘度形又は中粘度形）

１

２

既存モルタル塗り

の撤去

ひび割れ部

・既存モルタル撤去工法（範囲は、図示。撤去部分の補修は、「３　欠損部改修工法」による。）

改修工法

備　考

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・

・

※

・

・

 ０．２以上から１．０未満

 ０．２以上から０．３未満

 ０．３以上から０．５未満

 ０．５以上から１．０未満

※２００から３００

※５０から１００

※１００から２００

※１５０から２５０

※７０　　・　

※４０　　・　

※１３０　・　

注入工法の種類 ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ） 注入量（ｍｌ/ｍ）

(4.2.4)

(4.1.4)(4.2.5)

備　考

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

　※行わない　・行う

・可とう性エポキシ樹脂

・シーリング用材料(ＰＵー２)

・Ｕカットシール材充填工法

充填材料

ポリマーセメントモルタルの充填

　検査（コア抜取り）　※行わない

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

品質・規格等

・シール工法

　（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

(4.2.7)

(4.1.4)(4.2.6)

(4.2.5)

ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法

・充填工法

改修標仕　表4.4.1による

　 　 　 　 　

・

・

・

・ ・

※13

※ 9

※ 9

※ 9

一般部 指定部 一般部 指定部

・ ・

・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　既製目地材　・適用する（形状　※図示　・　　　　　　　　　　　　　）

※行う　・行わない　・図示

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

品質・規格等材　　料改修工法の種類

充填量

注入量

※１６ ※２５

※１３ ※２０ ※１２ ※２０

※２０ ※１２ ※２０

※１６

※１６ ※９ ※１６

※１６ ※９ ※１６

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）

※５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

・５０ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

※２５ｍｌ

塗り厚２５ｍｍを超える場合の補強

３ 欠損部改修工事

４ 浮き部分改修工事

既存モルタル面の欠損部

　注入口付アンカーピン

　アンカーピン

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６ｍｍ

（本/ｍ2） （箇所/ｍ2）

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工したもの。

(4.3.5)

(4.3.5)

(4.1.4)(4.3.11から16)(表4.3.5から6)

(4.3.10)

(4.1.4)(4.4.8)
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外

壁

改

修

工

事

　

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

外

壁

　 　

※

・ ・

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法 ・ ・

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

※樹脂注入工法 

注入工法の種類

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

　注入材料

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　※行わない

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

０．２以上から１．０未満

０．２以上から０．３未満

０．３以上から０．５未満

０．５以上から１．０未満

※２００から３００

※５０から１００

※１００から２００

※１５０から２５０

※７０　　・　

※４０　　・　

※１３０　・　

備　考ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ） 注入量（ｍｌ/ｍ）

１

２

既存タイル張り

の撤去

ひび割れ部

改修工法

改修箇所　※既存タイル張り面

※ポリマーセメントモルタル

・タイル部分張替え工法

・タイル部分張替え工法用接着剤

（ＪＩＳ　Ａ　５５５７）一液反応硬化

・変成シリコーン樹脂系

・ウレタン樹脂系

・タイル張替え工法

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

品質・規格等

３ 欠損部改修工法

　　位置　※改修標仕表4.4.2による。　・図示

(4.4.8)(表4.4.2)

(4.1.4)(4.4.8)

(4.1.4)(4.4.7)

(4.2.5)

(4.2.4)

(4.1.4)(4.4.2)(4.2.5から6)

意-02

株式会社 創作舎

ＴＥＬ　　0748-42-5611

ＦＡＸ    0748-42-8080

ＴＥＬ　　0748-24-1234

ＦＡＸ    0748-24-0752

・５０ ・５０

既存天井の撤去及び

(表5.7.1)

(5.7.2)

(5.6.5)

(5.6.4)

(5.6.2)

(5.5.2)

(5.3.2)

(5.3.2)

(5.7.1から4)

(5.4.2)(表5.4.1)

(5.2.3)

市立湖東中学校特定防火設備改修工事



建築改修工事特記仕様書（3）

◆　発　注　者　◆ ◆ 工 事 名 称 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆

製 図

最新日

◆ＮＯＴＥ◆

東 近 江 市

1回目R○.○.○

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目 ◆ 図 面 番 号 ◆

図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者◆ 縮 尺 ◆◆ 図 面 名 ◆

鋼杭 鋼杭の種類 ・ 鋼管杭（種類：　　　）　・ Ｈ形鋼杭（種類：　　　）　 〔4.4.2〕８

杭先端の形状 ※　開放型

施工法 ・　打込み工法　・特定埋込杭工法 〔4.3.3から5〕

杭先端の形状 ※ 開放型　　・ 半開放型　　・ 閉そく型（ ・ ペンシル型　　※ 平坦型）

継手 ・ 

杭頭の処理 ・ ダイアモンドカッター　　・ 油圧カッター　　・ 手ばつり　　 〔4.3.8〕

場所打ちコンクリート杭 ※　構造特記による。 〔4.5.3〕,〔表4.5.1〕９

コンクリート種別　　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

コンクリートの設計基準強度　　　　　　　Ｎ／ｍｍ2

〔4.5.4〕掘 削 工 法 ・ アースドリル工法　・ リバース工法　・ オールケーシング工法　・ 

杭頭補強 構造図による。 〔別図1.1〕10

砕石 ※ ＲＣ－４０ 〔4.6.2〕11

床下防湿層 ポリエチレン系シート敷き　厚さ０．１５ｍｍ以上　重ね・のみ込み寸法　２５０ｍｍ以上 〔4.6.2〕,〔4.6.5〕12

※図示による。

※ ステンレス製

カーテン

カーテンレール

カーテンボックス

くつふきマット

消火器

造り付け家具

建物銘板

※ 設ける（　※　全埋込型　・　据置型）＜文字表示入り＞　　・　設けない

※ 粉末ＡＢＣ消火器( ・ ４型　・ ６型　※ １０型　・ ２０型)　・　　　

・ 硬質アルミ合金製

・ ゴム製

・ 塩ビ製ラインマット ・ ブラシタイプマット

・ 片引き　・ 引分け　　　　　引分け装置　　※ ひも引き　・ 電動

・ フランスひだ　・ 箱ひだ　・ つまひだ　・ プレーンひだ　・ 片ひだ

・ アルミ合金製　　・ ステンレス製

38

39

40

41

42

43

※ ステンレス製

形　　　式

ひだの種類

材種

形状

マット

受枠

種類

消火器ボックス

家具製作所にて製作するものとし、製作に先立ち施工図作製の上、監督職員、関係者の承諾を得る。

きれ地の品質等　　　暗幕.遮光用カーテン.医療用カーテン

・　シングル　・　ダブル（ただし、暗幕用は３００ｍｍ以上の召合せの重掛けとする。）

・　市販品（アルミニウム製　押出し型材）　溝幅＊深さ(ｍｍ):

・ 硬質アルミ

44

※　図示による。

なお、申請手続も本工事にて行うこととする。

〔20.2.16〕

〔20.2.16〕

・あと施工アンカー

　施工方法　　　　　・　接着系　　　（　※　有機系　　　　・　接着剤　　）

　　　　　　　　　　・　金属拡張系　（　※　本体打込式　　・　　　　　　）

　試験等　　　　性能確認試験　　※行う　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　施工確認　　※行う　　　　　　・行わない

・既設インサート及びアンカーボルトを　※使用しない　　　・使用する

あと施工アンカー45

クリヤラッカー塗り ・クリヤラッカー塗り　　　　　　　　　　(・Ａ種　※Ｂ種)

その他の塗り替え　　　(・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種)

鋼製建具面等の塗り替え(※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種)

新規鉄面の塗り　　　　(・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種)

　　　　　　　　　　　(・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種)

塗替　　　　　　　　　(・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種)

新塗　　　　　　　外部(・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種)　　内部(・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種)

５

ペイント塗り

合成樹脂調合４

錆止め塗料塗り３

下地調整

材料

２

１

・ＲＡ種　※ＲＢ種

コンクリート、ＡＬＣパネル面 ・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

亜鉛メッキ鋼面　塗替え　　　Ｃ種

亜鉛メッキ鋼面　鉄鋼建具等　Ａ種

鉄鋼面　塗替え　　　　　　　Ｃ種

新規鉄鋼面　見え掛り部　　　Ａ種

新規鉄鋼面　見え隠れ部　　　Ｂ種

亜鉛メッキ鋼面　　　　　　※Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

鉄鋼面　　　　　　　　　　※Ａ種　　　・Ｂ種

・亜鉛メッキ鋼面

・鉄鋼面

・木部

・塗料塗り　　　　

・塗料種別

せっこうボード、その他ボード面

押出成形セメント板面

モルタル、プラスター面

亜鉛メッキ面（鋼製建具）

亜鉛メッキ面

鉄鋼面

木部

・屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

塗

装

改

修

工

事

７

備　　考施　工下地面の種類

・塗替　・新塗

・塗替　・新塗

・塗替　・新塗

・塗替　・新塗

・塗替　・新塗

・塗替　・新塗

・塗替　・新塗

下地調整の種別

非水分散形塗料

アクリル樹脂系７ ・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り　　(・Ａ種　※Ｂ種)

(7.2.2から7)(表7.2.1から7)

(7.1.3)

(表7.4.1から6)

(7.5.2)(表7.5.1)

(7.5.3)(表7.5.2)

(7.5.4)(表7.5.3)

(7.6.2)(表7.6.1)

(7.7.2)(表7.7.1)

(7.8.2から4)(表7.8.1から3)

耐候性塗料塗り８

下地の種類 新規塗りの種別 塗り替えの種別 備　考

鉄鋼面 ※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

亜鉛メッキ鋼面 ※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

コンクリート及び押出成形セメント板面 ※Ａ－１種・Ｂ－１種・Ｃ－１種・Ａ－１種※Ｂ－１種・Ｃ－１種

※Ａ－２種・Ｂ－２種・Ｃ－２種・Ａ－２種※Ｂ－２種・Ｃ－２種

上塗り等級 鉄鋼面　　　　　　　(・１部　・２部　・３部)

亜鉛メッキ鋼面　　　(・１部　・２部　・３部)

つや有合成樹脂 ・コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、その他ボード面(・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種) (7.9.2)(表7.9.1)９

エマルション ・木部　　　　　新塗(※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種)　　塗替(・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種) (7.9.3)(表7.9.2)

ペイント塗り(ＥＰ－Ｇ) ・鉄鋼面　　　　　　(・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種) (7.9.4)(表7.9.3)

・亜鉛メッキ工面　　(・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種) (7.9.3)(表7.9.2)

合成樹脂エマルション ・合成樹脂エマルションペイント塗り　(・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種) (7.10.2)(表7.10.1)10

ペイント塗り(ＥＰ)

ウレタン樹脂 ・ウレタン樹脂ワニス塗り　　　　　　(・Ａ種　※Ｂ種) (7.11.2)(表7.11.1)11

ワニス塗り(ＵＣ)

オイルステイン ・オイルステイン塗り (7.12.2)(表7.12.1)12

塗り

木材保護塗料塗り ・木材保護塗料塗り　　　　　　　　　(・Ａ種　※Ｂ種) (7.13.2)(表7.13.1)13

基礎支持地盤の確認 根切り完了後､監督職員の承諾を得て施工する｡また、支持地盤で設計支持力が得られないと見込まれる場合は、監督職員と協議の１

８
上、適切な処置を取ること｡ 〔3.2.1〕

耐

震

改

修

工

事

埋戻し及び盛土 種　　別 ・ Ａ種　 ※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　不足分は、良質土搬入する。 〔3.2.3〕２

建設発生土の処理 ・ 構内指示場所敷きならし 　・ 構外指示場所敷きならし 　　※ 構外搬出適切処理  〔3.2.5〕３

山留め ・ 自立鉄鋼板　　　　　　　 ・ 切梁腹起し鉄鋼板 〔3.3.1〕４

試験掘削 杭の本数 ※ 最初の１本　　　　・監督職員の指示による。　○　箇所 〔4.2.2〕５

載荷試験 ・杭載荷試験　　　○箇所　　　載荷荷重：○○○ＫＮ　　　試験方法 〔4.2.3〕６

・平板載荷試験　　○箇所　　　載荷荷重：○○○ＫＮ　　　試験方法 〔4.2.4〕

既製コンクリート杭 杭　の　種　類 規　格 ・ 材　質７

※ ※ＪＩＳ　     　（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種）

・ 建築基準法の認定品

〔4.3.2〕

施工法 ※　セメントミルク工法　・　打込み工法　・特定埋込み杭工法　 〔4.3.3から5〕

杭先端の形状 ・ 開放型　　・ 半開放型　　※ 閉そく型（ ・ ペンシル型　　※ 平坦型）

継手 ・ アーク溶接　　・実溶接継手　　・ 

杭頭の処理 ※ ダイアモンドカッター　　・ 油圧カッター　　・ 手ばつり 〔4.3.8〕

ホワイトボード 種　類 ※　ホーロー　　　　・　色　彩：　※ 白　・ 〔20.2.9〕32

枠 ※　アルミニウム製（行事用は、打合せにより文字ライン入り）

掲示板 種　　類 ※　スポンジシート(アルミ枠)　・　色　彩：  33

衝突防止表示 ※ 図示による。（市販品　※ステンレス製　　径 ※ 約３０ｍｍ　・　　ｍｍ／・ 両面　・ 片面） 〔20.2.11〕34

〔20.2.11〕ピクトサイン 形式 ・　面付型　　・　持出型　　・　点字型35

室名表示等 材質

〔20.2.14〕

スラットの材質 スラットの成型幅開　閉　方　式ブラインド36 形　式

※ ２５※ ギヤ式　　・ コード式　　 ※ アルミ合金製

※ 横型

・　 ・　・ 操作棒式　・電動式

・ 縦型 ・ １本操作コード　・ ２本操作コード ・ アルミ　・ クロス ・ ８０　・ １００

ロールスクリーン 材種　　　　　　　　　　　　　　　設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質 〔20.2.15〕37

22

表面樹脂名 材面の品質 防虫、防蟻 厚さ 備考

普通合板

難燃合板

耐水合板

天然木化粧

　・ラワン樹種

　・しな樹種

23 吸音材

壁紙張り24

せっこうボード

その他ボード張り

・ＤＲ（軒天）

種　　類

種　類

種類の記号

ＧＷ－Ｂ

ＲＷ－Ｂ

・木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・化粧けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・難燃合板

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

　ファイバーボード

・単板張り

　パーティクルボード

・ハードボード（素地）

　※規制対象外　　・第三種

・インシュレーションボード

素地ごしらえ

　モルタル、プラスター面　　※ＲＢ種　　・ＲＡ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　※ＲＢ種　　・ＲＡ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

・ＨＷ ・ＭＷ ・ＮＷ

・ＨＦ ・ＮＦ

・０．８ＦＫ・１．０ＦＫ

・１５　・２０　・２５　・　

・凹凸タイプ(不燃)

※フラットタイプ(不燃)

・トラバーチン模様　・木目模様　・杉柾模様

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・無研磨板     ・研磨板

・無研磨板（・スタンダード   ・テンパード ）

・研磨板　（・スタンダード   ・テンパード ）

Ａ級（・天井仕上  ・内装仕上  ・         ）

・ＤＲ

・ＤＲ（凹凸）

・ＤＲ（軒天凹凸）

タイプ２（無石綿）（・６　・８　・　　　）

　（※９　　・１２　・　　　　）

　（※１２　・１５　・１９　・　　　）

９．５（不燃）　　化粧無（下地張り用） 

　　　　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

１２．５（不燃）

１２．５（不燃）　１５．０（不燃）

９．５

ＪＩＳ Ｋ ６９０３による。　厚さ１．２

９．５（準不燃）　１２．５(準不燃材)

・１０　・１２　・１５　・１８　・　

・３　　・７　　・９　　・１２　・　

・９　・１２　・１５　・１８　・　

合板

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※適用する　　・適用しない

・ロックウール吸音ボード１号

※グラスウール吸音ボード３２Ｋ

※２５　　･　

※２５　　･　

種　　類

材質　　　　 ※無機質　　

防火性能　　　・不燃　　・準不燃　　・難燃

※１２．５（不燃）　・９．５（準不燃）　ＧＢ－Ｒ

　ＧＢ－ＮＣ

　ＧＢ－Ｓ

　ＧＢ－Ｆ

　ＧＢ－Ｌ

　ＭＤＦ

・化粧石膏ボード

種類の記号

　ＨＢ

　ＩＢ

厚さ（ｍｍ）、規格等

厚さ（ｍｍ）

　・あり　　・なし

(6.14.3)(表7.2.4)(表7.2.7)

（6.14.2)

(6.13.2)(表6.13.1)

吸水調整材 (6.15.3)モルタル塗り25

2

全固形分（％） 接着強度（Ｎ/ｍｍ　） 界面破断率（％）

表示値±１．０ ０．９８以上 ５０以下

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

　防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

混合割合 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

セメント重量の ７０％以上 ９５％以下 ８０％以下

５％以下

　膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

既製目地材　※適用しない　・適用する

陶磁器質タイル張り タイルの種類 (6.16.3から4)26

生地 釉薬 役物

施工箇所 形状・寸法 備考

役物：標準的な曲がりの役物は、一体成形とする。

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外装タイル　・　　　　　　　　　　）

内装タイル　　　　　※壁タイル接着剤張り　　・改良積上げ張り

  接着力試験　　　　・行わない　　・行う　 (6.16.2)

　セルフレベリング塗　　　　種類　　　　・せっこう系　　・セメント系　　　厚塗り　　　ｍｍ (6.17.2から3)

　グラスウール

フリーアクセスフロア 構成材 ・ 塩ビ製　・ 鋼板製　・ 木質製　・　 〔20.2.2〕27

構法 ※　パネル構法　　・　溝構法

寸法 ※　　　　(ｍｍ)×　　　　(ｍｍ)　　・　　　　　　仕上り高さ:　　　　　　(ｍｍ)

ウッドコア密封スチールパネル　　・３０００Ｎ　　パネルロックシステム付

※　製造所の標準仕様　　・　図示　　オーエム機器㈱　同等品以上スロープ、ボーダー及びコンセンの取付対応

パネル部総厚さ：　 　・　　　(ｍｍ)可動間仕切 〔20.2.3〕28

（パーティション） 表面材種 ※　内装用樹脂フィルム積層鋼板　　・　　　　ｍｍ

品質は、ＪＩＳ　Ａ　６５１２によるものとする。【構造形状、構成基材、遮音性能】

ダイヤパーティション６０又は同等品

移動間仕切 遮音性能 ・　一般タイプ　　 〔20.2.4〕29

・　遮音タイプ(ＪＩＳ　Ａ　６５１２の遮音試験に準拠し、透過損失として３６ｄＢ以上のもの。）

表面材 ※　鋼板　　・　表面仕上げ：　・ 焼付塗装　・ 壁紙張り

階段滑り止め 材種：　　　　　　　　　形状：　　　　　　　寸法： 〔20.2.7〕30

取付方法　　　　　 　※　接着工法　　　・　埋込み工法

種　類 〔20.2.9〕黒板31

枠 ※　アルミニウム製　・　木製

単層

複合

　・ フローリングボード

　・ 複合1種フローリング

　・ 複合2種フローリング

　・ フローリングブロック

20 フローリング張り

樹　種 工　法種　類 備　考厚　さ(ｍｍ)

・現場塗装仕上げ　　　※ウレタン樹脂ワニス塗り　　　・オイルステイン塗り　　　・生地のままマックス塗0り

(6.11.2から3)(表6.11.1から6)

21 畳敷き 畳の種類　　 ・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種　・ Ｄ種　（いずれも防カビ仕様） 建材畳 （6.12.2),(表6.12.1)

規格等

〔7.1.4〕

(8.2.8)(表8.2.7)

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

※構造物製作認定工場の認定グレード

適用箇所

鋼材の材質

※適用する　　　　・適用しない

　　※図示　　　　　　　・　

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　入熱、パス間温度の溶接条件

　(・Ｓ　・Ｈ　・Ｍ　・Ｒ　・Ｊ)以上で監督職員の承諾する工場

24

26

25

鋼材

施工管理技術者

鉄骨製作工場

種類の記号

(8.9.1)

(8.2.11)

(8.2.6)

シアコネクタをセパレーターとして使用　　　　・あり　※なし

改修標仕による。

設計基準強度　　　(Ｎ／ｍｍ2)　　気乾単位容積質量　　　(ｔ／ｍ3)

設計基準強度　　　(Ｎ／ｍｍ2)　　気乾単位容積質量　　　(ｔ／ｍ3)

外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ　　　　　ｍｍ

柱底均しモルタル

構造体用モルタル

せき板の材料

種別　　　　　※１種　　・２種

23

22

21

流動性試験　　・行う　　・行わない

圧縮試験　　　・行う　　・行わない

※無収縮モルタル　　

フロー値(　　　　　　　　)　　施工箇所(　　　　　　　　　)

グラウト材

モルタル及び

軽量コンクリート

型枠

施工箇所(　　　　　　　　　)

　※ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤　　　　・膨張性混和材

混和材料の種類

　・高炉セメントＢ種(適用場所：　　　)　・早強ポルトランドセメント(適用場所：　　　　)

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

(8.2.5)(表8.2.3)セメントの種類

(8.1.4)(表8.1.3)・コンクリートの打放し仕上げ　　　種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

調合管理温度=ＦｃＴＳ

・１８ 改修標準仕様による

・１８　・２１　・２４ 改修標準仕様による

・１８　※２１　・２４ 改修標準仕様による

温度補正値(Ｓ)（Ｎ/ｍｍ2）

スランプ(ｃｍ)
備考施工箇所

構造体
設計基準強度Fc

(8.1.4)(8.2.5)(8.6.2)(表8.2.4)(表8.6.1)普通コンクリートの設計基準強度

　※Ⅰ類　・Ⅱ類強度、及び品質

20 (8.1.3)(表8.1.1)レディーミクストコンクリートの類別コンクリートの種類

(8.12.7)あと施工アンカーの施工性の引張試験　　　・行う　　　・行わない

　　　　・はつり出しによる。

　方法　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出しを行う。

　範囲　※あと施工アンカー施工部分全て　・図示　

(8.12.4)穿孔前の埋込み配管等の探査

　アンカーの仕様は、耐震補修工事仕様書による。

　※接着系アンカー　　　　　　 　(径：　　　　　)

材料 　・金属系アンカー（耐震補強用)　(径：　　　　　)

19 あと施工アンカーの あと施工アンカーの材料 (8.12.1)

加工及び組立

18 (8.3.1から3)・別図による。　　　　・標仕による。　　　・構造配筋標準図による。各部の配筋

・上記以外の鉄筋の定着長さ　　　　　　・改修標仕による。　　・構造配筋標準図による。

・柱に取付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ・改修標仕による。　　・構造配筋標準図による。 (8.3.8）(表8.3.4)

鉄筋の定着

※超音波探傷試験　　　　・引張り試験ガス圧接完了後の試験 (8.3.8)

・ ガス圧接継手　 ＳＤ ３４５（径 １９ ｍｍ 以上）Ｄ１９からＤ２５、 ＳＤ３９０　Ｄ２９からＤ３２

17 鉄筋の継手 ・ 重ね継手　　・ 機械式継手(工法　　　　種類)　　・ 溶接継手 (8.3.4)

16 〔5.2.2〕網目形状寸法( ※ １５０＊１５０　・ １００＊１００)　　径( ※　６　・ ８）　　規格　ＪＩＳ　Ｇ　３５５１溶接金網

・ 建築基準法第３７条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

・ ＳＤ３９０　　　　・Ｄ２９　・Ｄ３２　・Ｄ３５　・Ｄ４１

・ ＳＤ３４５　　　　・Ｄ１９　・Ｄ２２　・Ｄ２５　・Ｄ２９

※ ＳＤ２９５Ａ　　　・Ｄ１０　・Ｄ１３　・Ｄ１６　・Ｄ１９

15 〔5.2.1〕※ 異形鉄筋（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）鉄筋の種類

　　　　　　　　　　・六価クロム溶出試験

品質確認試験　　　　・一軸圧縮破壊試験(　　　　　　　)

載荷試験　　 　　　・一軸圧縮試験　　・平盤載荷試験　　

14 ・無筋コンクリート地業　　・セメント系固化材攪拌　　・ソイルセメント杭地盤改良

13 ポリスチレンフォーム敷き　厚さ３０ｍｍ　梁側立下げ５００ｍｍ以上・特記仕様書（２）内装工事の「断熱材」による。土間下断熱材

(8.2.14)

(8.2.9)

　・溶融亜鉛メッキ高力ボルト(径：　　　　　　)

　・ＪＩＳ形高力ボルト　　　(径：　　　　　　)

　※トルシア形高力ボルト　　(径：　　　　　　)

種類

板圧方向に引張力を受ける鋼材の試験　　　　・行う　　※行わない27 高力ボルト

(8.13.10)

・別図による。　　・鉄骨工作標準図による。

・行う　※行わない

※改良型スカラップ　　・ノンスカラップ

28

29 鉄骨工作仮組

スカラップ

開先の形状

品質等

(8.24.6)

(8.24.6)

(8.23.5)

(8.22.7)

〔19.9.2〕〔19.9.3〕

(8.21.8)

(8.21.3)

(8.21.2)

コンクリートの打込み　　　　　工法の種類　　・流込み工法　　・圧入工法

・割裂補強筋（現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設にも入れておくこと。）

　（ｍ2・ｋｌ／ｗ）

　　　※工法の評価内容による。

　　　　開発」において、評価を取得したもの。

　　　 ・２．００×１０ Ｎ／ｍｍ2以上

　　　 ・２．３５×１０ Ｎ／ｍｍ2程度

　　　・３０００Ｎ／ｍｍ2以上

　　　・２５００Ｎ／ｍｍ2以上

厚さ（ｍｍ）

　※平均深さ５から１０ｍｍ（最大深さ１０から１５ｍｍ）程度の凹部を施す。

　※壁面　　　打継ぎ面又は接合面全面の１／３程度

　※柱・梁面　打継ぎ面又は接合面全面の３／４以上

５

５

鉄骨ブレースの設置

既存コンクリート面の

スリット部の配管等の探査

　・はつり出し

　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う。

柱の隅角部の面取り

　　　※行う　・行わない

　仕上げモルタルの除去

下地調整

　引張り強度（含浸硬化後）

材質

　・

　※（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

工法

材料・形状(　　　　　　　　　　　)

※ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　・図示

・柱頭柱脚の隙間

・溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

・はしご筋

・スパイラル筋

目荒らしの程度

　※既存コンクリートとの打継ぎ面

適用範囲

＝０．６７６以上

※４０以下

目荒らしの範囲

　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

33

34

35

36

37

38 耐震スリット

連続繊維補強工法

柱補強

目荒し

　ヤング係数（含浸硬化後）

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の

＝厚さ／熱伝導率

断熱抵抗

・

施工箇所

※壁（図示の範囲）

・プラスチック系

・コンクリート系

・木質系・断熱材兼用型枠

種　類

・

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置　　　・先端にキャップ取付　　　・発泡スチロールで養生

既存構造体の撤去範囲　　　・図示による。　　　

　　仕上げ(　　　　　)

　　柱頭柱脚の隙間部分の型枠

・鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法

撤去等

既存コンクリート部分の

９

環

境

配

慮

(

グ

リ

ー

ン

)

改

修

工

事

・

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

・硬質ウレタンフォーム

・ロックウール

・押出法ポリスチレンフォーム

・フェノールフォーム

・グラスウール

外断熱改修工事１

２

断熱材の種類

材　料　名

外装材の種類

下地面の清掃及び下地調整　　　※断熱材製造所の指定する仕様

防火性能

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。

厚さ（ｍｍ）

既存外壁の仕上材の撤去　　　　・あり　　　・なし

通気層　　・あり（　　　　ｍｍ）    ・なし

特記なき事項は、製造所の仕様による。

屋上緑化改修工事 システムの種類

　・管理型　　　　　・省管理型

その他特記事項は図示

排

　

水

　

工

　

事

・ グレーチング蓋

１

２

３

排　水　管

排　水　ま　す

排　水　溝 ・ Ｕ字溝　・ 現場打側溝　・ 勾配可変側溝

・ 硬質塩化ビニル管( ※ ＶＰ ・ ＶＵ)

・ 遠心力鉄筋コンクリート管(外圧管 ※ １種 ・ ２種)　

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＳ－ＶＵ、ＲＦ－ＶＰ）

・ 現場施工

(

10

・コンクリート蓋

・樹脂製蓋

種　類

ふたの種類

種　類

車道部の排水管の敷設

ますの種類

ふたの種類

・ コンクリート蓋

・ マンホール蓋

　 適用荷重

材　　質

適用荷重

・　鋼製　　　・　ステンレス製

・　Ｔ－２用　・　Ｔ－６用　・　Ｔ－１４用　・　Ｔ－２０用　・　Ｔ－２５用

・　歩行用　　・　Ｔ－２用　・　Ｔ－６用　　・　Ｔ－１４用　・　Ｔ－２０用　・Ｔ－２５用

・ 既製品　環境に配慮した材料として、一般廃棄物の溶融固形化物等を極力使用すること。

※　図示　　・砂基礎（地業厚さ２００ｍｍ以上　材料：山砂の類）

 　　　　　製品はＪＩＳ製品。ＪＩＳに規定のない製品は、ＪＩＳ工場製作品又は同等品とする。

・ グレーチング蓋　歩道用ノンスリップ細目

・ 天然石充填透水蓋　カネソウ同等品以上

・ 化粧蓋　カネソウ同等品以上

・　化粧蓋

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.3)

(9.3.4)

(9.4.1)

)

〔21.2.1〕

〔21.2.2〕

〔21.2.2〕

〔21.2.2〕

所定の耐火性能を有するもの

建築基準法の指定又は認定を受けたもの

建築基準法の指定又は認定を受けたもの

建築基準法の指定又は認定を受けたもの

・ 

・ 湿式

・ 半乾式

・ ラス張りモルタル塗り

種　　　別 材料及び工法 材料及び工法

ロックウール

・ 無石綿ケイ酸カルシウム板

・ 標仕１５章２節による

溶接部の試験

スタッド溶接

錆止め塗料31

30

耐火被覆材の接着する面の塗装

塗料の種別　　※Ａ種　　・Ｂ種

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　※行う　　　・行わない

隅肉溶接部の浸透探傷試験　　　　　　・行う　　　・行わない

・ 耐火材吹付け

・ 耐火板張り

・ 耐火材巻付け

　・行う（※ＪＩＳ Ｋ　　　　　　・　　　　　　　　　　）

（7.9.2）

(8.15.12)

(8.16.6)

(8.18.8)

性能

耐火被覆材32

意-03

株式会社 創作舎

ＴＥＬ　　0748-42-5611

ＦＡＸ    0748-42-8080

ＴＥＬ　　0748-24-1234

ＦＡＸ    0748-24-0752

ナラ １５ 接着工法 ２㎜厚クッション付き

ステンレス

※　図示　　・　研ぎ出し黒板　　　色　彩：　※ 緑　・ 黒

・　アクリル製　　・　ステンレス製　　・　アルミ製　　・　図示

Ｄ１０

１５ 各階便所土間,スラブ

市立湖東中学校特定防火設備改修工事



建築改修工事特記仕様書（4）

◆　発　注　者　◆ ◆ 工 事 名 称 ◆◆ 設 計 事 務 所 ◆

製 図

最新日

◆ＮＯＴＥ◆

東 近 江 市

1回目R○.○.○

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目 ◆ 図 面 番 号 ◆

図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者◆ 縮 尺 ◆◆ 図 面 名 ◆

路　床 遮断層 ※ 設ける（ ・ 川砂　・ 山砂） ・ 設けない　・厚さ 〔22.2.2〕〔22.2.3〕１

11

盛土に用いる材料 〔22.2.3〕〔表3.2.1〕

   ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

路床安定処理

舗

　

装

　

工

　

事

   ※添加材料による安定処理 〔22.2.3〕〔表22.2.1〕

   　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントＢ種

　   　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　   添加量　　　　ｋｇ／ｍ3（目標ＣＢＲ　※５以上　・　　　　）

・路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験    ・行う（※乱した土　・乱さない土）　・行わない 〔22.2.5〕

・締固め度試験　　　　　　　　　　　・行う　　　・行わない

路　盤 種　別 ※ 再生クラッシャラン　ＲＣ－４０　・ クラッシャラン　Ｃ－４０ 〔22.3.2〕〔22.3.3〕２

厚さ:　　　　(ｍｍ)

３ アスファルト舗装 材質： ※ 再生アスファルト　・ ストレートアスファルト

　　締固め底試験

・ シールコート　 　　・ 行わない　・ 行う

・ 混合物の抽出試験　 ・ 行わない　・ 行う

・ 締固め厚及び舗装厚さ切取り試験　・ 行わない　・ 行う

車道部の基層

・ アスファルト舗装

 ※ なし　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ５０　・　

 ・ あり　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ３０　・　　　基層 ※ ５０　・　

(22.4.5)

(22.4.6)

(22.4.2から4)

・ 舗装厚さの試験

　混合物の試験　　　　・ 行わない　　　　・ 行う

　ニート工法の試験　　・ 行わない　　　　・ 行う

　塗布工法の試験　　　・ 行わない　　　　・ 行う

６

７

路面表示用塗料

縁　石　等

砂　利　敷

真砂土舗装

４ コンクリート舗装

(

５ カラー舗装

形状寸法

品　質

形状寸法　・　図示

車道部の基層

・ カラー舗装

　溶接金網　　　　　　※ あり　　　　　　・ なし

　厚さ試験　　　　　　・ 行わない　　　　・ 行う

 ・ 

材質： ※ 着色加熱アスファルト混合物(表層の種類 ※ 密粒 ・ 細粒)

透水性アスファルト舗装

※ なし　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ５０　・　

・ あり　　　厚さ(ｍｍ)　表層 ※ ３０　・　　　基層 ※ ５０　・　

寸法　　幅(ｍｍ) ※ １５０ ・１００・５０ 　　　　厚さ(ｍｍ) ※１．０　　　　施工　※ 溶融式

ＪＩＳ　Ｋ　５６６５による。　※３種１号　・　　　　　　　　色　・　

   アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

　注入目地材料　　　　・ 使用する　　　　・ 使用しない

歩車道境界ブロック　　・Ａ型　　　　・Ｂ型　　　　・Ｃ型

ブロック系舗装

※ コンクリート舗装　・ アスファルト舗装

・ 舗石舗装

基層の種類

種　類

※ 標準ブロック ・ 透水性ブロック ・ 誘導、注意喚起用ブロック ・　

・ コンクリート平板舗装

種　類

・ インターロッキングブロック舗装

種　類

寸法(ｍｍ) ※ ３００角 ・ 　　　　厚さ(ｍｍ) ※　　　　　目地材 ※ 砂 ・ モルタル

厚さ(ｍｍ)　

※ 普通平板　・ カラー平板　・ 洗い出し平板　・ 擬石平板

８

９

10

11

（22.6.6)

(22.7.6)

(22.5.2),(22.5.3)

（22.5.3)

（表22.5.3)

（22.5.3,4)

（22.5.6)

(22.4.2から4)

(22.8.2),(22.8.3)

（22.8.3)

（22.8.3)

（22.9.1)

植

　

栽

　

工

　

事

12

植栽基盤整備工法 種　　別 ※　Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　１

植込み用土 ※　客　土　　・　現場発生の良土２

支　柱 材　質 ※　加圧式防腐処理丸太　　・竹３

・ 鳥居型 ・ 八ッ掛型 ・ 布掛け型 ・ 三脚型 ・ 四脚型 ・ ワイヤ掛け型 ・ 地下埋設型形　状

枯損樹木等の処置 ※ 引渡しの日から１年　　・ 引渡しの日から　　　年４

芝　張　り 種　　別 ※ こうらい芝　・ 野芝　・　５

樹 種 銘 板 樹種ごとに、２割以上設置すること。　　　　　　材質・寸法　※　図示による。６

芝 方 式 ポット苗　６ｃｍ　　・土壌改良７

屋 上 緑 化８

人　工　芝 材質：ナイロン（クリンプ糸）　パイル長： mm　施工：　　　　施工場所：９

（23.2.2),(表23.2.2)

（23.2.3)

（23.3.2)

(23.3.4),(23.3.6),(23.4.7)

（23.4.2)

（23.5.2)

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

工

事

13

・材質　　　　　　　　　　・施工箇所

・ アルミ製　　　・ ステンレス製　　　・ 真鍮製　　　・ ナイロン製材質

１ 材質 ・ 塩化ビニル　　・ レジンコンクリート　　・ タイル　

寸法

材質

寸法

３

２

４

５ ・ ＶＵ樹脂インク点字加工　・ 透明塩ビシート又はダイノックシート

総合案内板６

７

８

・ レジンコンクリート　　　・ タイル　　　・溶融式

９

・ ステンレス製　・ 樹脂抗菌被覆（芯材：ステンレス）木目調　・ 木製（ブラケットステンレス）

・ ステンレス製　・ 樹脂抗菌被覆（芯材：ステンレス）木目調　・ 木製（ブラケットステンレス）

・ 屋内用

・ 屋外用

参考型番

材　　質

参考型番

枠　※ あり　　・ なし　　　　　　厚さ　※ ５ｍｍ　　・　

材　　質

参考型番

材　　質

参考型番

図示による。

レバーハンドルを原則とする。

視覚障害者用床タイル

鏡

※ ３００(ｍｍ)×３００(ｍｍ)　・ 厚さ(ｍｍ)：

※ ３００(ｍｍ)×３００(ｍｍ)　・ 厚さ(ｍｍ)：

手 摺

点 字 標 示

補 助 手摺

案 内 標識

建 具 取手

点 字 鋲

解

体

工

事

15
一般共通事項１

近隣住民説明

２

３

４

保 険 等

事 前 調査

　・ 受注者は、工事の内容に応じた建設工事保険等を付すものとする。

　・ 着工に先立ち調査を行い、施工計画書を作成して監督職員に提出し、協議を行うこと。

　・ なお、家屋調査については、家屋調査士を有する業者へ依頼し、詳細に調査を実施すること。

　・ 受注者は、工事に先立ち、監督職員と協議の上、地元自治会、近隣住民等に対して「工事のお知らせ」等を配布し、周知すると

　ともに、工事説明に出席すること。

　・ 施工計画書は、解体共通仕様書に基づき作成すること。また、産業廃棄物の搬出運搬経路図、登録運搬車両ナンバー一覧を添付

　すること。

　・ 受注者は、工事の着手前及び完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の綿密な調査を実施し、工事に起因する損傷等の有無を

　確認し、記録すること。

　・ 万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近隣家

　屋工作物についても同様とする。

　・ 本工事は、工事請負契約及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面により完全に施工すること。

　・ 受注者は、別途関連工事がある場合、その施工者と綿密な連絡をとり、全工事支障がないよう施工のこと。

調査方法

・

・　設計図書及び現地調査

・

※　本工事の対象となる範囲全て調査範囲

・ 不要

※ 施工に先立ち、施工数量調査を行い、調査結果を監督員に報告する。施工数量調査５ (解1.5.2)

９

８

７

６

・ 工事写真は、取り壊し前、取り壊し中、取り壊し後を撮影すること。

　日の工事作業は、原則として禁止する。

・ 工事着手前に当該施設及び付近の状況を調査し、公害並びに安全対策を工事完了時まで講じること。また、土曜日、日曜日、祝

・ 仮囲いは、図示によるほか、安全確保として仮設計画書等の資料を立案し、監督職員、担当課と協議の上、承諾を得て、必要な

　部分に随時設けること。

取り壊しの記録

公害・安全対策

仮 設 工 事 等

近隣対応について

・ 工事関係車両の出入り通過については、危険防止に努めるとともに、出入口及び必要箇所に、必ず安全監視員を配置すること。

・ 敷地周辺の指定場所に、周辺住民に工事進捗状況を周知する工程看板を設置すること。

・ 受注者は、工事期間中、近隣施設及び近隣自治会との調整を随時図ること。

・ 重機、廃棄物運搬車の搬入経路は、しっかり養生を行うこと。また、搬出入時において、道路等に損傷を与えたり汚した場合、

　行うこと。

　受注者の責任において現状復旧すること。また、処分場までの追跡を撮影すること。

・ 近隣に対する工事騒音、臭気が発生する工事(工事着手日、搬入ルート)は、監督職員に事前報告をし、近隣への告知等の対処を

　写しを添えて提出すること。

　・ 産業廃棄物及び産業廃棄物以外の廃棄物は、搬出簿を作成し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）のＡ票、Ｄ票もしくはＥ票の

13

12

11

10

・特殊な建設副産物

備考保管、処分分析調査種類

・特別管理産業廃棄物

備考保管、処分分析調査種類

　 その他異常時(周辺環境事故)・・現場周辺への廃棄物漏洩えい

・ 緊急時の連絡体制票は、必ず現場事務所に設置し、監督職員に提出すること。

　及び必要な諸費用を含め本工事とする。

・ 工事施工中、周辺道路、工作物、農地には、工事による支障をきたさぬよう十分に配慮すること。また、事前事後の調査（写真

　い工事施工のこと。

・ 受注者は、工事に伴う、道路占用許可、公害(騒音、粉塵)対策に係る諸申請書並びに関係法令に照らし合わせ、必要な手続を行

　撮影）を行い、不備があった場合は、確実に復旧すること。

　て全て撤去とする。給水管、汚水排水管、ガス管等の撤去についても、申請業務、必要な手続を含め本工事とする。

　 事故(作業事故)・・車両同士の接触、重機の転倒、巻き込まれ、掘削面の崩壊、転落

・ 次に掲げる緊急時施工体制表を提出し、対策について監督職員の承諾を得ること。

・ 敷地内関電柱、有線柱、ＮＴＴ配線及び引込配線メーター等の撤去に伴う申請については、各関係機関と協議の上、申請業務、

・ 本工事にて、解体建物として指示のある建物については、内部の備品、機械類を含め処分を行うこと。

・ 上記において、発生する家電リサイクル法(特定家庭用機器再商品可化法)におけるリサイクル料金は、別途とする。

・ 工事施工中、敷地内外の清掃、除草等環境美化に努力すること。

　出を所轄官庁に提出すること。

・ 工事着手に先立ち、建築基準法第１５条第１項の規定による建築物除去届、建築リサイクル法の届け及び工事に関する一切の届

　 自然災害(荒天時)・・掘削面の崩壊、足場、仮囲いの倒壊

・ 図面記載数量は、参考数量を示すものであるので、工事着手前に調査を行い、現場の状況を十分に把握すること。

・ 工事施工中、現場より発生する建設産業廃棄物は、関係法規を遵守し、適正処理を行うこと。

・ 敷地周囲の既設側溝については、清掃後レベル確認を行うこと。

・ ＰＣＢを使用した器具については、監督職員の指示に従い指定された場所に搬出すること。

・ 解体に先立ち、ＰＣＢを使用している器具の有無を調査し、結果を報告すること。

　 事故(施設事故)・・停電、電線・電話線の切断、解体建物の崩壊

　 事故(運搬事故)・・人身事故、車両事故、廃棄物の飛散・流出

　 自然災害(地震時)・・火災、燃料の流出、掘削面の崩壊、足場からの転落

・ 工事区域内の地中埋設配管(給水、排水、ガス等)については、特記を除き監督職員の指示によりプラグ止め処置をし、原則とし

関係法令の遵守

その他の注意事項

緊急時の対策

騒音振動の防止

・ 工事現場の整理整頓を行い、事故、有害物の漏えいのない現場管理を行うこと。

・ 既設建築部分で、本工事に影響のある部分は、全て解体撤去処分とする。見切りは、原則として、全てダイヤモンドカッター

　切りによるものとする。

・ 解体材を敷地内において焼却したり埋設することは、一切認めない。また、ガラスは、破片を残さないよう特に注意すること。

・ 解体に伴う仮囲い、養生等は、受注者の責任において騒音、粉塵が発生しないよう十分配慮すること。

・ 溶断等火気を使用する場合は、火の粉等が飛散しないよう対策を講じるとともに、火気を使用する付近に消火器を準備すること。

・ 特別管理廃棄物及び特殊な建設副産物について、調査を行い適正に処理すること。

・ 低騒音型、低振動型建設機械指定要項に基づき、指定された建設機械を使用すること。
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１ ・ 本特記仕様書によるほか、厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課及び環境省水・大気環境局大気環境課がとりまとめ

た「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散防止対策徹底マニュアル」及び東近江市の「石綿含有建材等の除却等を

伴う解体工事の手引き」による。

２

工 事 仕 様

事 前 調 査 ※　事前調査は建築物石綿含有建材調査者の資格を有すること。

調査範囲　　　※　本工事の対象となる範囲全て

　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　

貸与等　　　　・新築時設計図書　　　・石綿含有分析結果書　　　・その他（　　　　　　　　）

(解1.4.1)

石綿含有保温材等11 石綿含有保温材等の処理等

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

除去工法

・　封じ込め工法

・　囲い込み工法

・　グローブバッグを使用して除去

飛散抑制措置 ※　湿潤化 ・　

処分方法

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

除去工法 ※　原形のまま手ばらし

12 石綿含有成形板等 石綿含有成形板等の処理等

・　常時湿潤化した状態で切断又は破砕

飛散抑制措置 ※　養生シート等 ・　

除去後の処理 ※　埋立処分(ｴ)(b)① ・　中間処理(ｴ)(b)②

※　埋立処分(a) ・　中間処理(b)

※　原形のまま手ばらし

・　切断又は破砕して除去

(解6.4.1-4)

(解6.3.2)

(解6.3.2)

(解6.5.1-4)

(解6.5.1)

(解6.5.3)

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

除去工法

13 石綿含有仕上塗材 石綿含有仕上塗材の処理等

・　高圧水洗工法

・　剥離剤を用いる工法

・　電気グラインダー等を使用する工法

・　ウォータークリーン工法

除去後の処理 ※　埋立処分(ｴ)(b)① ・　中間処理(ｴ)(b)②

処分方法 ・　汚泥処理

報告書14 ・　石綿含有建材の除去等作業、廃石綿等の処分後には、「石綿含有建材の除去等を伴う解体等工事の手引き」に基づき作業記録

報告書（１部）を作成し、提出すること。

・　「特定粉じん排出等作業完了報告書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

・　「作業完了報告書」を作成し、東近江労働基準監督署に提出すること。

(解6.6.1-5)

(解6.6.1)

(解6.5.3)

(解6.6.4)

意-04

株式会社 創作舎

ＴＥＬ　　0748-42-5611

ＦＡＸ    0748-42-8080

ＴＥＬ　　0748-24-1234

ＦＡＸ    0748-24-0752

・　環境省の「アスベストモニタリングマニュアル（第4.2版）」に定めた測定方法により実施すること。

管理責任者 ・　特別管理産業廃棄物管理責任者を選任すること。９

４ 事前説明 ・　「解体等工事に係る事前調査説明書」により事前調査について説明を行うこと。

（「石綿含有建材の除去等を伴う解体工事の手引き」参照）

システムによる報告 ・　石綿事前調査結果報告システムにより事前調査結果を知事及び労働基準監督署に報告すること。

届　出

・　東近江労働基準監督署と協議の上、「建設工事計画書」を作成し、提出すること。

立　会 ・　「特定粉じん排出等作業実施届出書」に伴う東近江環境事務所の現地審査に立会し、対応を行うこと。

石綿粉じん濃度測定 ・　不隔離空間全体からの石綿漏えい確認のための石綿濃度の測定を行うこと。

５

６

７

８

備　　　　考測定点数測定場所測定時期

処理作業前

処理作業中

処理作業後

石綿除去作業場内

セキュリティーゾーン入口

負圧徐じん装置の排出口

敷地の境界又は施工区域境界

石綿除去作業場内

敷地の境界又は施工区域境界

石綿除去作業場内

敷地の境界又は施工区域境界 4

4

4

・　アスベスト粉じん濃度測定の時期等は、国道交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成24年

版）」の解説6.1.3を参照すること。

・　東近江環境事務所と協議の上、「特定粉じん排出等作業実施届出書」（２部）を作成し、監督職員に提出すること。

(解6.1.3)

石綿含有吹付け材10 石綿含有吹付け材の処理等

使用箇所 参考数量 使用材料名箇所又は室名 備　　考

除去工法 ※　飛散抑制剤等により湿潤化した後に除去

飛散抑制措置 ※　湿潤化 ・　固定化

処分方法

・

※　埋立処分(a) ・　中間処理(b)

(解6.3.1-4)

(解6.3.2)

(解6.3.2)

(解6.3.3)

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

(解1.4.1)分析調査３ ・本工事の除去等作業に伴い、石綿含有建材の有無を確認するため分析調査を行うこと。

備　　　　　考結果調査箇所

Ｃｈｒ

・既に調査した箇所の結果を下記示す。

・上記以外に現場にて６箇所の分析調査を行うこと。

・基本、鉄・木・ガラス以外は石綿含有材として適切に解体・処分を行うこと。



図 番

竣工

施工

File 2026/04/04 Output 2026/ 4/28

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

建物配置図

建物配置図

意

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

A1:1/300

A3:1/600

湖東中学校　校舎

用途：中学校校舎

構造：ＲＣ造

階数：４階建

耐火種別：耐火建築物

延べ床面積：6,721.53㎡

確認済証：平成 23年 12月 12日

　　　　　第H23計更建築東近江市00003号

検査済証：平成 24年 1月30日

　　　　　第H23計済建築東近江市00007号

報告対象建築物（令和5年度対象外）

湖東中学校　屋内運動場

用途：中学校屋内運動場

構造：ＲＣ造

　　　　　第H15完了建機構ア滋湖東70893号

検査済証：平成 16年 3月  4日

　　　　　第H15確認建機構ア滋湖東10789号

確認済証：平成 15年 6月 26日

延べ床面積：2,827.49㎡

耐火種別：耐火建築物

階数：３階建

報告対象建築物(工事対象範囲)

　　　　　－

検査済証：昭和 63年 2月  5日

　　　　　第彦確 -626号

確認済証：昭和 62年 7月  1日

延べ床面積：757.08㎡

耐火種別：その他

階数：平屋建

構造：Ｓ造

用途：中学校　武道場

報告対象建築物

湖東中学校武道場

Ｎ
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(
4
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項
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前
面

道
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ＧＴ

Ｍ

△道路境界線

自転車置場

特別教室棟

普通教室棟

05

改修工事範囲を示す。

2026.02.15



図 番

竣工

施工

File 2026/04/05 Output 2026/ 4/28

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

意

2,500 98,500
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特殊教室１
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１－１

普通教室

１－２

昇降口

池
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身障者用便所

配膳室

PS

PS

（2）
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刷

室
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３－２
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普通教室棟２階平面図

A1:1/150

A3:1/300

A1:1/150

A3:1/300

普通教室棟１階平面図

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

普通教室棟平面図(1)

±0

SD201

H2680

±0

H2700

SS202

±0

SS201

H2700

SS101

±0

H2700
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SS102

H2700

特S



図 番

竣工

施工

File 2026/04/05 Output 2026/ 4/28

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号
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A1:1/150

A3:1/300

普通教室棟４階平面図(塔屋階)

A1:1/150

A3:1/300

普通教室棟３階平面図

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

普通教室棟平面図(2)

±0

SS301

H2700

±0

SD301

H2680
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4,250

図 番

竣工

施工

File 2026/04/04 Output 2026/ 4/28

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

意

A1:1/150

A3:1/300

A1:1/150

A3:1/300

市立湖東中学校特定防火設備改修工事
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渡
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廊
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特別教室棟２階平面図

特別教室棟１階平面図

延焼延焼の恐れのある範囲3.0m

延焼延焼の恐れのある範5.0m

特別教室棟平面図(1)

±0

SS203

H2730

±0

H2710

SD202

±0

H2740

SD203

±0

SS103

H2730

±0
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H2500
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H2710

SD102
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図 番

竣工

施工

File 2026/04/04 Output 2026/ 4/28

着工

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

意

A1:1/150

A3:1/300

A1:1/150

A3:1/300

市立湖東中学校特定防火設備改修工事
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特別教室棟３階平面図
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延焼延焼の恐れのある範5.0m

-

特別教室棟平面図(2),屋根伏図

±0
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H2730
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図 番

竣工

施工

File 2026/04/26 Output 2026/ 4/28

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号
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A1:1/150

A3:1/300

A1:1/150

A3:1/300

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

±0

SD201

H2680

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 撤去処分

SS101

±0

H2700

±0

SS102

H2700

参考品番:吉野石膏㈱ﾏｰﾌﾞﾙﾄｰﾝ･ﾗｲﾄt9.5同等品以上とする。

参考品番:吉野石膏㈱ﾏｰﾌﾞﾙﾄｰﾝ･ﾗｲﾄt9.5同等品以上とする。

※ｼｬｯﾀｰﾎﾞｯｸｽ取替えの為、

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ(W450)撤去復旧作業を行う事。(本工事)

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 撤去処分(9.0m

2

)

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 新設(9.0m

2

)

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 撤去処分(11.3m

2

)

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 新設(11.3m

2

)

参考品番:吉野石膏㈱ﾏｰﾌﾞﾙﾄｰﾝ･ﾗｲﾄt9.5同等品以上とする。

±0

H2700

SS202

±0

SS201

H2700

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 撤去処分(16.8m

2

)

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 新設(16.8m

2

)

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 撤去処分

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 新設

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 新設

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 撤去処分

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 新設

汚物処理室

② 感知器報脱着

② 感知器報脱着

⑤ 直付け照明器具脱着

⑤ 直付け照明器具脱着

⑤ 直付け照明器具脱着

② 感知器報脱着

電気設備工事

⑥ 既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ撤去及び復旧工事。

① 特別教室１階西側階段前 光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器３種ﾍﾞｰｽ付き

　 １箇所新設工事。

普通教室棟１階天井伏図

普通教室棟２階天井伏図

普通教室棟天井伏図(1)

10

2026.02.15

② 感知器脱着工事。４箇所

③ 防火ｼｬｯﾀｰ防災結線工事。５箇所

④ 自動火災報知設備連動操作試験費。15箇所

⑤ 既設直付け照明器具(32hf富士型)脱着工事。４箇所

特S

特S

特S特S

特S



図 番

竣工

施工

File 2026/04/26 Output 2026/ 4/28

着工

-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号
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市立湖東中学校特定防火設備改修工事

参考品番:吉野石膏㈱ﾏｰﾌﾞﾙﾄｰﾝ･ﾗｲﾄt9.5同等品以上とする。

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 撤去処分(9.5m

2

)

天井:LGS(吊ﾎﾞﾙﾄ再利用) GB-Dt9.5 新設(9.5m

2

)

±0

SS301

H2700

±0

SD301

H2680

普通教室棟４階天井伏図(塔屋階)

普通教室棟３階天井伏図

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 撤去処分

天井点検口:ｱﾙﾐ製450×450 新設

② 感知器報脱着

⑤ 直付け照明器具脱着

普通教室棟天井伏図(2)
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2026.02.15

電気設備工事

⑥ 既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ撤去及び復旧工事。

① 特別教室１階西側階段前 光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器３種ﾍﾞｰｽ付き

　 １箇所新設工事。

② 感知器脱着工事。４箇所

③ 防火ｼｬｯﾀｰ防災結線工事。５箇所

④ 自動火災報知設備連動操作試験費。15箇所

⑤ 既設直付け照明器具(32hf富士型)脱着工事。４箇所

特S
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図 番
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施工

File 2026/04/04 Output 2026/ 4/28
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-

証 印

創  作  舎株式会社

１級建築士登録　第２４８１９５号

名 称

図 名

作 成

小 杉 光 史

意

A1:1/150

A3:1/300

A1:1/150

A3:1/300

市立湖東中学校特定防火設備改修工事
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第二相談室

更衣室

パソコン教室

準備室

渡

り

廊

下

女

子

ト

イ

レ

屋上

手洗い手洗い

廊下
廊下

男

子

ト

イ

レ

準備室

被服室

電気金工室
美術室

技術準備室

木工室

男

子

ト

イ

レ

女

子

ト

イ

レ

廊下

手洗い手洗い

物入

廊下

調理室

渡

り

廊

下

延焼延焼の恐れのある範囲3.0m

延焼延焼の恐れのある範5.0m

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器3種(ﾍﾞｰｽ付き)新設

既設配線に接続

±0

SD101

H2500

±0

H2710

SD102

±0

H2740

SD203

±0

H2710

SD202

特別教室棟１階天井伏図

特別教室棟２階天井伏図

±0

SS103

H2730

±0

SS203

H2730

特別教室棟天井伏図(1)

電気設備工事

⑥ 既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ撤去及び復旧工事。

① 特別教室１階西側階段前 光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器３種ﾍﾞｰｽ付き

　 １箇所新設工事。

② 感知器脱着工事。４箇所

③ 防火ｼｬｯﾀｰ防災結線工事。５箇所

④ 自動火災報知設備連動操作試験費。15箇所

⑤ 既設直付け照明器具(32hf富士型)脱着工事。４箇所
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図 番作 成 名 称

図 名証 印

着工

竣工

施工
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建具表(1)

A1:1/50

A3:1/100

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

共 通 事 項 建具の符号と図面表示

建具の種類と符号

建具金物等の種類と仕様

建 具 金 物 等

建具の種類

整理番号

＊

遮音性能防火建具種別

(特S、特、防)

特S:煙感連動常時開放式特定防火設備

特 :常時閉鎖式特定防火設備　 　 　

防 :防火設備                      

その他(設計等にて設定)

ドアガラリ符号など

＊＊

＊

(SAT、AT、PAT)

(E、P、HK、T、M)

セキュリティ性能

E :電気錠

P :パニックオープン錠

T :タイマー錠

M :マグネットスイッチ

HK:ホテル錠

・雨掛り箇所の戸枠上端に水切板を設ける。ステンレスt=1.5 出25mmH.Lとする。

一般事項 ・本表は建具関連の符号・標準枠納まり等を示しているが、本表に記載のない仕様は標準仕様書・特記仕様書16章建具工事

　及び20章2節の可動間仕切・移動間仕切を適用する。

・トイレブース、SK扉、戸棚、カウンター扉その他これらに類する建具は別図によるものとし、本表には含まない。

・本表に記載の符号等は、本表以外の設計図にも適用する。

・壁当りとなる開き戸は、壁面からの逃げ寸法を100mm程度とし、ドアクローザーの有無にかかわらず戸当りを設ける。

・排煙窓のクレセント及び操作レバーの位置は、床面から1,500mm以下とする。

・くつずりは、床仕上げが異なる個所、仕上げ高さが異なる個所はST-2又はST-3とし、外部周りはST-3、PATの出入口は

　ST-4とする。

・外部に面するガラリは1型、屋内は3型とし、材質は屋内SDの場合はスチール製、外部SDの場合は( ※ アルミ・ステンレ

　ス・スチール)、WDの場合は( ※ アルミ製 ･ 木製)とする。ガラリは戸と同仕上げとする。

　戸は煙感知器連動閉鎖装置付とする。

・給排気ガラリの面積は、計画風量に基づき外部に面するガラリは開口率30％、通過風速3m/秒、内部ガラリは開口率50％、

　通過風速1.5ｍ/秒を上限として算出、チェックする。

・ガイドレールはステンレス製、まぐさ・座板は外部ステンレス製、室内側はパネル仕上、天井同色焼付塗装とする。

・建具に張る樹脂シートは内装壁仕上の樹脂シートと同材とする。

・庇など天板に使用する強化ガラスは全て合わせガラスとし、セラミックプリント仕様とする。

・幕板部に誘導灯を埋め込む場合は、同一面納まりとする。

・扉に付く小窓・ガラリの枠はFB-3×15とし、特記なき限りW=100、H=扉H-200とする。

・扉に付く丸窓は枠FB-3×15とし、特記なき限り600φとする。

・バックボードは、FKt=15 2-FUE塗とする。

・外部に面する扉は、上部小庇 b=70付とする

・外部に面する戸はAT型とする。上部、下部共包み込みとする。

・沓摺下部に床防水層が立ち上がる箇所は、ステンレス板フラッシングH100mm以上を溶接で取り付ける。

・下枠には結露受SUS H.L t=1.5 W=40付とする。

・PS・DS戸の取付け位置は巾木上を原則とし、隠しヒンジとする。

・ダクトが接続されるガラリは接続枠付とし、裏面（室内側）に結露防止材を施す。

・戸枠に戸当りゴム２箇所を取付ける。

・ガラスフィルムは、参考品番:㈱中川ケミカル フォグラスとする。

・外部､便所､浴室廻りSD枠は下部FL+300まではステンレスt=1.5で製作する。

・外部ガラリには防虫網(網戸同仕様)を設置する。

・アルミサッシ表面仕上げは、JIS H8602のA1とする。

・排煙用オペレーターは、開放をワンタッチ式、閉鎖をハンドル操作にて行うタイプとし、隠蔽型を使用すること。

・開き戸のレバーハンドル・握玉は、床面から900mmとし、ドアハンドル(押板・引棒)は900mmとする。

・鍵又はサムターンの方式を示した図を作成し、監督職員の承認後施工すること。

・建具符号に 防 ・ 特 ・ 特S とあるのは、防火設備・特定防火設備不燃建具を示し、開き戸はノンストップクローザー、埋込

・網戸の網は、ステンレス製を使用する。

符号 種 類 符号 種 類 符号 種 類

AD アルミニウム製戸 MW 窓用網戸 AG アルミニウム製ガラリ

SD 鋼製戸 WW 木製窓 SG 鋼製ガラリ

SD-S 標準型鋼製戸 STG ステンレス製ガラリ

LD 鋼製軽量戸 F ふすま WG 木製ガラリ

LD-S 標準型鋼製軽量戸 S 紙張り障子

STD ステンレス製戸 GSH ガラス製防煙垂壁

TD 強化ガラス戸 SS 鋼製重量シャッター MSH 可動式防煙垂壁

WD 木製戸 STS ステンレス製重量シャッター

XD 鉛入り鋼製軽量戸 SLS 鋼製軽量シャッター SP 可動間仕切(パーティション)

ALS アルミニウム製軽量シャッター MP

AW アルミニウム製窓 STS ステンレス製シャッター TB トイレブース

SW 鋼製窓 LGS ステンレス製リンクグリルシャッター

XW 鉛入り鋼製窓 SSS 防煙シートシャッター TL トップライト

STW ステンレス製窓

TW 強化ガラス窓 OHD-S 鋼製オーバーヘッドドア

OHD-A アルミニウム製オーバーヘッドドア

SF 三方枠 OHD-F ファイバーグラス製オーバーヘッドドア

移動間仕切(スライディングウォール)

注）・建具金物等の仕様は下記とし、製造者・品番は同等品以上とする。

　　・建具の大きさ・重量に適した品番を選定する。

符号 符号

C 空錠 DC ドアクローザー

PD-1 シリンダ－本締錠

PD-2 シリンダ－本締錠

HC-1 ヒンジクローザー(中心吊)

HC-2 ヒンジクローザー(丁番型)

FH フロアヒンジ

SL-1

SL-2 上吊り引戸錠 PH ピボットヒンジ

MW SH 軸吊りヒンジ

EL 非常開装置付本締錠

E

G-1 グレモン錠 HH 掘込引手

G-2 グレモン錠(脱着ハンドル) DH-1 ドアハンドル

K 点検口錠(面付本締錠)

AH オートヒンジ

スプリングヒンジ

FD 上げ落し(フランス落し)

JC-1 順位調整器(面付型)

JC-2 順位調整器(格納型)

SP

MP 移動間仕切

(スライディングウォール)

可動間仕切(パーティション)

アームストッパーAS

美和ロック㈱:OMシリーズ

美和ロック㈱:DGシリーズ

美和ロック㈱:UDシリーズ

美和ロック㈱:HMシリーズ

美和ロック㈱:DA-Eシリーズ

美和ロック㈱:GT50シリーズ

美和ロック㈱:GT40シリーズ

美和ロック㈱:NDZシリーズ

日本ドアチェック製造㈱:

日本ドアーチェック製造㈱:

中西産業㈱:SUS-PHD-5A

7000シリーズ

500シリーズ

日本ドアーチェック製造㈱

TS-1261

種　　類 参考メーカー・品番 種　　類 参考メーカー・品番

H 蝶番

引違戸錠 美和ロック㈱:SLシリーズ

美和ロック㈱:DAシリーズ

小松ウォール工業㈱:マイティ-70

小松ウォール工業㈱:HS-60GB

注）・開閉式建具の種別と建具金物の種類、大きさ、取付数量などは 下表および下記事項による。

建具金物 ・建具金物は特記なき限り下記による。（外部に面する扉ではPDとする。）

建具の形式 支持金物 錠 把手金物 その他

外部：丁番 CP LH DC

片開き扉

内部：ピポットヒンジ 戸当り（床付き）

外部：丁番 CP LH DC

内部：ピポットヒンジ 戸当り（床付き）

両開き親子開き扉

フランス落し（上下）

順位調整器

埋込防火扉 オートヒンジ、ヒンジクローザー － HH 煙感、熱感連動装置一式

框扉 フロアヒンジ PD DH-3 フランス落し（上下）

点検扉 スプリングヒンジ（ストップ付き） 面付本締錠 プッシュ式引手 DC-1

便所ブース扉 ラバトリーヒンジ（上部取付軸部） リムボルト メーカー標準品 帽子掛兼戸当り

引戸 (SUS304) 戸車、レール、クレセント

窓 標準の特殊金物 － 標準 安全装置一式

・建具金物は全てステンレス（SUS304）を原則とし(ビス、バネ、高応力部とも)、見本品を提出の上係員の承認を得ること。

・建具操作オペレーターは隠ぺい式とする。また　操作箱はステンレスF-BEとする。

・PAT仕様の扉については特記なき限り、グレモン締り(グレモンハンドルは脱着式)とする。

・フロアヒンジは原則として浅型とし、ビニルタイル、ビニルシート以外の仕上部分はカバープレートを床同仕上げとする。

・ドアクローザーは室内側及び居室側取付けを原則とする。一般居室にあっては薄型（厚55mm以下）とする。

・常時開放型の防火戸の両開き及び親子開きの扉には閉鎖順位調整器を取り付ける。

・順位調整器は上枠内埋込型とする。（アームの先端部分が当たる部分にはステンレスプレート（同面納り））を設ける。

・開き扉には原則として床付戸当りを設けること。戸当りはあおり止め付きとし、床付き２点以上アンカーを取ること。

・特記なき限り、外部戸にはドアクローザー及びあおり止めを設ける。

・二つ折り防火戸には中心吊型ヒンジクローザー、丁番型ヒンジクローザー及び外戸ロック装置を用いる。

LCD レバーハンドル錠 美和ロック㈱:LAシリーズ

本締り付モノロック錠

美和ロック㈱:AU(R)シリーズ電気錠

符 号

錠 前

・開き扉はシリンダー箱錠とする。但し常時開放式特定防火設備は除く。

・錠前バックセットはレバーハンドル64mm以上,CP75mm以上とする。

・シリンダー箱錠は、アンチフリクション機構付きとする。

・"E"電気錠(カードリーダー付)につくPD及びCPは片面サムターンカバー付とし、カードリーダーボックスはステンレス製

　F-BE(指定色)とし、同面仕上げとする。

・全ての電気錠は防災センターにて遠隔操作できるシステムとする。

・キーホールドボックス(イトーキ、集中管理テンキーロック式貴重品入れ程度)を設置する。

・鍵は、キーボックスに整理して納品すること。

ガラスの種類と符号 可動部分の気密性と符号

沓摺の材質、形状と符号

ドアガラリの形状

符号 種 類 符号 種 類 符号 種 類

FL フロ－ト板ガラス DSHA 倍強度熱線吸収ガラス X 鉛入りガラス

F 型板ガラス L 合わせガラス FK 耐熱ガラス(特定防火設備)

D 複層ガラス

A 熱線吸収フロート板ガラス LE Low-E複層ガラス GB ガラスブロック

R 熱線反射ガラス PB ポリカーボネート系合成樹脂板

AR 熱線吸収反射板ガラス PWC 網入ガラス(防火設備) AL アクリル系合成樹脂材

HR 高性能熱線反射ガラス PWL 線入ガラス

FWC 網入型板ガラス(防火設備)

T 強化ガラス FWL 線入型板ガラス

HS 倍強度ガラス AWC 熱線吸収網入磨き板ガラス(防火設備)

AWL 熱線吸収線入磨き板ガラス

RWC 熱線反射網入ガラス(防火設備)

RWL 熱線反射線入ガラス

 

符号 通気量（m

3

/ｈ・㎡） JIS等級 型 １型 ２型 ３型

30以上　120未満 A-1

SAT  8以上　 30未満 A-2

AT  2以上　　8未満 A-3

形状

PAT  1以上　　2未満 A-4

符号 材　質 枝符号 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4

ST-1 ステンレスt=1.5 HL 目地棒 戸厚幅 建具枠幅 建具枠幅

ST-2 ステンレスt=1.5 HL

ST-3 ステンレスt=1.5 HL

ST-4 ステンレスt=1.5 HL 形状

・網戸の網は、サランネット(黒)を使用する。

・複層ガラスのスペーサーは黒色艶消し塗装品とする。

・木製建具のフラッシュ戸の下地は、合板t5.5以上とし骨組もFL+300までは通常の倍のピッチで儲ける。

・木製建具の小口貼りは木製t6とする。

・全てのシリンダーは、美和ロック㈱ JNシリンダーを使用する。

・錠はマスターキー(既設合わせ)を設ける。

排煙窓開閉装置(1)

排煙窓開閉装置(2)

オイレスECO㈱:SL550

ハンドルボックス300

オイレスECO㈱:SL300

ハンドルボックス300

戸当り

戸当りゴム

AT用気密材(EPDMゴム)

PAT用気密材(発泡シリコーン

ゴム)

タイト・シール金物

引戸クローザー

消防ホース口

㈱ユニオン:UT-15

ホクショー㈱:GA-14

ホクショー㈱:AZ-2

ホクショー㈱:RE-12

ジョープリンス:B120

■１階無窓階の計算

消防無窓階の算定

幅 高さ 開口率

開口面積

合 計

符号

■２階無窓階の計算

数量 計

木製

・木製建具の引手部分で、錠前の設置が必要な部分の溝加工は行わない。

・住宅用アルミサッシは、㈱LIXIL:Ⅱ-H/Lを使用する。

㈱ユニオン G4226(L600)
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0

2,200 125 800 70

1
,
8
0
0

2
,
7
3
0

9
3
0

800 751152,450

3FL3FL

改修前建具特記仕様書･建具表(1)

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

1FL

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動),自動閉鎖装置,連動中継器,手動閉鎖装置撤去処分

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 撤去処分

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動),自動閉鎖装置,連動中継器,手動閉鎖装置撤去処分

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ: ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動) 自動閉鎖装置, , 手動閉鎖装置

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

危害防止装置蓄電池撤去処分 H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ:

連動中継器

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ: ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動) 自動閉鎖装置, , 手動閉鎖装置

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

危害防止装置蓄電池撤去処分 H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ:

連動中継器

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ: ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動) 自動閉鎖装置, , 手動閉鎖装置

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

危害防止装置蓄電池撤去処分 H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ:

連動中継器

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 撤去処分

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動),自動閉鎖装置,連動中継器,手動閉鎖装置撤去処分

危害防止装置蓄電池撤去処分危害防止装置蓄電池撤去処分 H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ:

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 撤去処分

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動),自動閉鎖装置,連動中継器,手動閉鎖装置撤去処分

危害防止装置蓄電池撤去処分 H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ:

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 撤去処分

ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOPｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP,ﾄﾞｱ:

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP,まぐさ:

開閉器(手動),自動閉鎖装置,連動中継器,手動閉鎖装置撤去処分

危害防止装置蓄電池撤去処分 H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ:

危害防止装置蓄電池撤去処分

,

,

,

明朝体の仕上は既設仕上材を示す。特記無き限り現状のままとする。

ゴシック体は部分撤去を示す。

部分撤去(躯体又は準躯体から)を示す。

部分撤去(下地から)を示す。

部分撤去を示す。

現状のままの部分を示す。

１箇所

廊下側

60

1.6,40

１箇所

廊下側

60

1.6

１箇所

60

1.6,40

廊下側

60

1.6,40

廊下側

60

1.6

廊下側

60

1.6,40

１箇所

廊下側

60

1.6,40

１箇所

廊下側

60

1.6,40

特別教室棟１階西側階段室普通教室棟１階東側階段室普通教室棟１階西側階段室

特別教室棟３階西側階段室普通教室棟３階西側階段室

廊下側

重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり)+片開きﾄﾞｱ 重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり) 重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり)+片開きﾄﾞｱ

重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり)+片開きﾄﾞｱ

重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり)+片開きﾄﾞｱ

重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり)重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり)+片開きﾄﾞｱ

重量ｼｬｯﾀｰ(天井内納まり)+片開きﾄﾞｱ

101

SS SS

102

SS

１箇所

SS

201

１箇所

SS

202

１箇所

SS

203

SS

301

SS

302

103

普通教室棟２階西側階段室 普通教室棟２階西側階段室 特別教室棟２階西側階段室

特S 特S 特S

特S特S特S

特S 特S

13
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ｼｬｯﾀｰ部分、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ残して全面撤去処分。ｼｬｯﾀｰｹｰｽ取付下地は、RC垂れ壁(既設)。 ｼｬｯﾀｰ部分、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ残して全面撤去処分。ｼｬｯﾀｰｹｰｽ取付下地は、RC垂れ壁(既設)。

ｼｬｯﾀｰ部分、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ残して全面撤去処分。ｼｬｯﾀｰｹｰｽ取付下地は、RC垂れ壁(既設)。ｼｬｯﾀｰ部分、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ残して全面撤去処分。ｼｬｯﾀｰｹｰｽ取付下地は、RC垂れ壁(既設)。

ｼｬｯﾀｰ部分、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ残して全面撤去処分。ｼｬｯﾀｰｹｰｽ取付下地は、RC垂れ壁(既設)。



ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

創  作  舎株式会社

-

小 杉 光 史１級建築士登録　第２４８１９５号

図 番作 成 名 称

図 名証 印

着工

竣工

施工
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建具表(2)

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

意

1FL

2
,
5
0
0

2,090

常時開放片開きﾄﾞｱ

100

40

1FL

100

40

3,710

2
,
7
1
0

1
5
0

1
,
8
0
0

5
5
0

1
5
0

1
,
8
0
0

7
6
0

645 800 645 1,855 1,855

527.5 800 527.5

常時開放片開きﾄﾞｱ

100

40

2FL

1
,
8
0
0

615 800

2,030

615

100

40

2
,
7
1
0

1
5
0

1
,
8
0
0

7
6
0

2FL

1,850

525 800

3,700

1,850

525

100

40

2FL

常時開放両開きﾄﾞｱ常時開放両開きﾄﾞｱ常時開放両開きﾄﾞｱ

2,260

2
,
7
4
0

2
,
6
8
0

8
8
0

常時開放片開きﾄﾞｱ

100

40

1
,
8
0
0

615 800

2,030

615

2
,
6
8
0

8
8
0

3FL

常時開放片開きﾄﾞｱ

100

40

1
5
0

1
,
8
0
02
,
7
1
0

7
6
0

1,750

475 800 475

3FL

改修前建具表(2)

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

明朝体の仕上は既設仕上材を示す。特記無き限り現状のままとする。

ゴシック体は部分撤去を示す。

部分撤去(躯体又は準躯体から)を示す。

部分撤去(下地から)を示す。

部分撤去を示す。

現状のままの部分を示す。

特別教室棟１階廊下 １箇所

廊下側

１箇所

廊下側

特別教室棟１階東側階段室 １箇所普通教室棟２階東側階段室

階段室側

１箇所

廊下側

特別教室棟２階東側階段室 １箇所

階段室側

２階東側渡り廊下

階段室側 廊下側

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP

H AH ﾚﾘｰｽﾞ, , , ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP

H AH ﾚﾘｰｽﾞ, , , ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP

H AH ﾚﾘｰｽﾞ, , , ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP

H AH ﾚﾘｰｽﾞ, , , ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP

H AH ﾚﾘｰｽﾞ, , ,

ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP

H AH ﾚﾘｰｽﾞ, , , ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

ｽﾁｰﾙt1.6 SOP

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP

H AH ﾚﾘｰｽﾞ, , ,

,JC-1撤去処分 ,JC-1撤去処分

101

SD SD

102

SD

201

SD

202

SD

203

SD

301

普通教室棟３階東側階段室

SD

１箇所特別教室棟３階東側階段室

302

１箇所

特S 特S 特S 特S 特S

特S 特S

14

2026.02.15



危害防止装置蓄電池取替え

創  作  舎株式会社
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小 杉 光 史１級建築士登録　第２４８１９５号

図 番作 成 名 称

図 名証 印

着工

竣工

施工
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建具表(1)

A1:1/50

A3:1/100

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

共 通 事 項 建具の符号と図面表示

建具の種類と符号

建具金物等の種類と仕様

建 具 金 物 等

建具の種類

整理番号

＊

遮音性能防火建具種別

(特S、特、防)

特S:煙感連動常時開放式特定防火設備

特 :常時閉鎖式特定防火設備　 　 　

防 :防火設備                      

その他(設計等にて設定)

ドアガラリ符号など

＊＊

＊

(SAT、AT、PAT)

(E、P、HK、T、M)

セキュリティ性能

E :電気錠

P :パニックオープン錠

T :タイマー錠

M :マグネットスイッチ

HK:ホテル錠

・雨掛り箇所の戸枠上端に水切板を設ける。ステンレスt=1.5 出25mmH.Lとする。

一般事項 ・本表は建具関連の符号・標準枠納まり等を示しているが、本表に記載のない仕様は標準仕様書・特記仕様書16章建具工事

　及び20章2節の可動間仕切・移動間仕切を適用する。

・トイレブース、SK扉、戸棚、カウンター扉その他これらに類する建具は別図によるものとし、本表には含まない。

・本表に記載の符号等は、本表以外の設計図にも適用する。

・壁当りとなる開き戸は、壁面からの逃げ寸法を100mm程度とし、ドアクローザーの有無にかかわらず戸当りを設ける。

・排煙窓のクレセント及び操作レバーの位置は、床面から1,500mm以下とする。

・くつずりは、床仕上げが異なる個所、仕上げ高さが異なる個所はST-2又はST-3とし、外部周りはST-3、PATの出入口は

　ST-4とする。

・外部に面するガラリは1型、屋内は3型とし、材質は屋内SDの場合はスチール製、外部SDの場合は( ※ アルミ・ステンレ

　ス・スチール)、WDの場合は( ※ アルミ製 ･ 木製)とする。ガラリは戸と同仕上げとする。

　戸は煙感知器連動閉鎖装置付とする。

・給排気ガラリの面積は、計画風量に基づき外部に面するガラリは開口率30％、通過風速3m/秒、内部ガラリは開口率50％、

　通過風速1.5ｍ/秒を上限として算出、チェックする。

・ガイドレールはステンレス製、まぐさ・座板は外部ステンレス製、室内側はパネル仕上、天井同色焼付塗装とする。

・建具に張る樹脂シートは内装壁仕上の樹脂シートと同材とする。

・庇など天板に使用する強化ガラスは全て合わせガラスとし、セラミックプリント仕様とする。

・幕板部に誘導灯を埋め込む場合は、同一面納まりとする。

・扉に付く小窓・ガラリの枠はFB-3×15とし、特記なき限りW=100、H=扉H-200とする。

・扉に付く丸窓は枠FB-3×15とし、特記なき限り600φとする。

・バックボードは、FKt=15 2-FUE塗とする。

・外部に面する扉は、上部小庇 b=70付とする

・外部に面する戸はAT型とする。上部、下部共包み込みとする。

・沓摺下部に床防水層が立ち上がる箇所は、ステンレス板フラッシングH100mm以上を溶接で取り付ける。

・下枠には結露受SUS H.L t=1.5 W=40付とする。

・PS・DS戸の取付け位置は巾木上を原則とし、隠しヒンジとする。

・ダクトが接続されるガラリは接続枠付とし、裏面（室内側）に結露防止材を施す。

・戸枠に戸当りゴム２箇所を取付ける。

・ガラスフィルムは、参考品番:㈱中川ケミカル フォグラスとする。

・外部､便所､浴室廻りSD枠は下部FL+300まではステンレスt=1.5で製作する。

・外部ガラリには防虫網(網戸同仕様)を設置する。

・アルミサッシ表面仕上げは、JIS H8602のA1とする。

・排煙用オペレーターは、開放をワンタッチ式、閉鎖をハンドル操作にて行うタイプとし、隠蔽型を使用すること。

・開き戸のレバーハンドル・握玉は、床面から900mmとし、ドアハンドル(押板・引棒)は900mmとする。

・鍵又はサムターンの方式を示した図を作成し、監督職員の承認後施工すること。

・建具符号に 防 ・ 特 ・ 特S とあるのは、防火設備・特定防火設備不燃建具を示し、開き戸はノンストップクローザー、埋込

・網戸の網は、ステンレス製を使用する。

符号 種 類 符号 種 類 符号 種 類

AD アルミニウム製戸 MW 窓用網戸 AG アルミニウム製ガラリ

SD 鋼製戸 WW 木製窓 SG 鋼製ガラリ

SD-S 標準型鋼製戸 STG ステンレス製ガラリ

LD 鋼製軽量戸 F ふすま WG 木製ガラリ

LD-S 標準型鋼製軽量戸 S 紙張り障子

STD ステンレス製戸 GSH ガラス製防煙垂壁

TD 強化ガラス戸 SS 鋼製重量シャッター MSH 可動式防煙垂壁

WD 木製戸 STS ステンレス製重量シャッター

XD 鉛入り鋼製軽量戸 SLS 鋼製軽量シャッター SP 可動間仕切(パーティション)

ALS アルミニウム製軽量シャッター MP

AW アルミニウム製窓 STS ステンレス製シャッター TB トイレブース

SW 鋼製窓 LGS ステンレス製リンクグリルシャッター

XW 鉛入り鋼製窓 SSS 防煙シートシャッター TL トップライト

STW ステンレス製窓

TW 強化ガラス窓 OHD-S 鋼製オーバーヘッドドア

OHD-A アルミニウム製オーバーヘッドドア

SF 三方枠 OHD-F ファイバーグラス製オーバーヘッドドア

移動間仕切(スライディングウォール)

注）・建具金物等の仕様は下記とし、製造者・品番は同等品以上とする。

　　・建具の大きさ・重量に適した品番を選定する。

符号 符号

C 空錠 DC ドアクローザー

PD-1 シリンダ－本締錠

PD-2 シリンダ－本締錠

HC-1 ヒンジクローザー(中心吊)

HC-2 ヒンジクローザー(丁番型)

FH フロアヒンジ

SL-1

SL-2 上吊り引戸錠 PH ピボットヒンジ

MW SH 軸吊りヒンジ

EL 非常開装置付本締錠

E

G-1 グレモン錠 HH 掘込引手

G-2 グレモン錠(脱着ハンドル) DH-1 ドアハンドル

K 点検口錠(面付本締錠)

AH オートヒンジ

スプリングヒンジ

FD 上げ落し(フランス落し)

JC-1 順位調整器(面付型)

JC-2 順位調整器(格納型)

SP

MP 移動間仕切

(スライディングウォール)

可動間仕切(パーティション)

アームストッパーAS

美和ロック㈱:OMシリーズ

美和ロック㈱:DGシリーズ

美和ロック㈱:UDシリーズ

美和ロック㈱:HMシリーズ

美和ロック㈱:DA-Eシリーズ

美和ロック㈱:GT50シリーズ

美和ロック㈱:GT40シリーズ

美和ロック㈱:NDZシリーズ

日本ドアチェック製造㈱:

日本ドアーチェック製造㈱:

中西産業㈱:SUS-PHD-5A

7000シリーズ

500シリーズ

日本ドアーチェック製造㈱

TS-1261

種　　類 参考メーカー・品番 種　　類 参考メーカー・品番

H 蝶番

引違戸錠 美和ロック㈱:SLシリーズ

美和ロック㈱:DAシリーズ

小松ウォール工業㈱:マイティ-70

小松ウォール工業㈱:HS-60GB

注）・開閉式建具の種別と建具金物の種類、大きさ、取付数量などは 下表および下記事項による。

建具金物 ・建具金物は特記なき限り下記による。（外部に面する扉ではPDとする。）

建具の形式 支持金物 錠 把手金物 その他

外部：丁番 CP LH DC

片開き扉

内部：ピポットヒンジ 戸当り（床付き）

外部：丁番 CP LH DC

内部：ピポットヒンジ 戸当り（床付き）

両開き親子開き扉

フランス落し（上下）

順位調整器

埋込防火扉 オートヒンジ、ヒンジクローザー － HH 煙感、熱感連動装置一式

框扉 フロアヒンジ PD DH-3 フランス落し（上下）

点検扉 スプリングヒンジ（ストップ付き） 面付本締錠 プッシュ式引手 DC-1

便所ブース扉 ラバトリーヒンジ（上部取付軸部） リムボルト メーカー標準品 帽子掛兼戸当り

引戸 (SUS304) 戸車、レール、クレセント

窓 標準の特殊金物 － 標準 安全装置一式

・建具金物は全てステンレス（SUS304）を原則とし(ビス、バネ、高応力部とも)、見本品を提出の上係員の承認を得ること。

・建具操作オペレーターは隠ぺい式とする。また　操作箱はステンレスF-BEとする。

・PAT仕様の扉については特記なき限り、グレモン締り(グレモンハンドルは脱着式)とする。

・フロアヒンジは原則として浅型とし、ビニルタイル、ビニルシート以外の仕上部分はカバープレートを床同仕上げとする。

・ドアクローザーは室内側及び居室側取付けを原則とする。一般居室にあっては薄型（厚55mm以下）とする。

・常時開放型の防火戸の両開き及び親子開きの扉には閉鎖順位調整器を取り付ける。

・順位調整器は上枠内埋込型とする。（アームの先端部分が当たる部分にはステンレスプレート（同面納り））を設ける。

・開き扉には原則として床付戸当りを設けること。戸当りはあおり止め付きとし、床付き２点以上アンカーを取ること。

・特記なき限り、外部戸にはドアクローザー及びあおり止めを設ける。

・二つ折り防火戸には中心吊型ヒンジクローザー、丁番型ヒンジクローザー及び外戸ロック装置を用いる。

LCD レバーハンドル錠 美和ロック㈱:LAシリーズ

本締り付モノロック錠

美和ロック㈱:AU(R)シリーズ電気錠

符 号

錠 前

・開き扉はシリンダー箱錠とする。但し常時開放式特定防火設備は除く。

・錠前バックセットはレバーハンドル64mm以上,CP75mm以上とする。

・シリンダー箱錠は、アンチフリクション機構付きとする。

・"E"電気錠(カードリーダー付)につくPD及びCPは片面サムターンカバー付とし、カードリーダーボックスはステンレス製

　F-BE(指定色)とし、同面仕上げとする。

・全ての電気錠は防災センターにて遠隔操作できるシステムとする。

・キーホールドボックス(イトーキ、集中管理テンキーロック式貴重品入れ程度)を設置する。

・鍵は、キーボックスに整理して納品すること。

ガラスの種類と符号 可動部分の気密性と符号

沓摺の材質、形状と符号

ドアガラリの形状

符号 種 類 符号 種 類 符号 種 類

FL フロ－ト板ガラス DSHA 倍強度熱線吸収ガラス X 鉛入りガラス

F 型板ガラス L 合わせガラス FK 耐熱ガラス(特定防火設備)

D 複層ガラス

A 熱線吸収フロート板ガラス LE Low-E複層ガラス GB ガラスブロック

R 熱線反射ガラス PB ポリカーボネート系合成樹脂板

AR 熱線吸収反射板ガラス PWC 網入ガラス(防火設備) AL アクリル系合成樹脂材

HR 高性能熱線反射ガラス PWL 線入ガラス

FWC 網入型板ガラス(防火設備)

T 強化ガラス FWL 線入型板ガラス

HS 倍強度ガラス AWC 熱線吸収網入磨き板ガラス(防火設備)

AWL 熱線吸収線入磨き板ガラス

RWC 熱線反射網入ガラス(防火設備)

RWL 熱線反射線入ガラス

 

符号 通気量（m

3

/ｈ・㎡） JIS等級 型 １型 ２型 ３型

30以上　120未満 A-1

SAT  8以上　 30未満 A-2

AT  2以上　　8未満 A-3

形状

PAT  1以上　　2未満 A-4

符号 材　質 枝符号 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4

ST-1 ステンレスt=1.5 HL 目地棒 戸厚幅 建具枠幅 建具枠幅

ST-2 ステンレスt=1.5 HL

ST-3 ステンレスt=1.5 HL

ST-4 ステンレスt=1.5 HL 形状

・網戸の網は、サランネット(黒)を使用する。

・複層ガラスのスペーサーは黒色艶消し塗装品とする。

・木製建具のフラッシュ戸の下地は、合板t5.5以上とし骨組もFL+300までは通常の倍のピッチで儲ける。

・木製建具の小口貼りは木製t6とする。

・全てのシリンダーは、美和ロック㈱ JNシリンダーを使用する。

・錠はマスターキー(既設合わせ)を設ける。

排煙窓開閉装置(1)

排煙窓開閉装置(2)

オイレスECO㈱:SL550

ハンドルボックス300

オイレスECO㈱:SL300

ハンドルボックス300

戸当り

戸当りゴム

AT用気密材(EPDMゴム)

PAT用気密材(発泡シリコーン

ゴム)

タイト・シール金物

引戸クローザー

消防ホース口

㈱ユニオン:UT-15

ホクショー㈱:GA-14

ホクショー㈱:AZ-2

ホクショー㈱:RE-12

ジョープリンス:B120

■１階無窓階の計算

消防無窓階の算定

幅 高さ 開口率

開口面積

合 計

符号

■２階無窓階の計算

数量 計

木製

・木製建具の引手部分で、錠前の設置が必要な部分の溝加工は行わない。

・住宅用アルミサッシは、㈱LIXIL:Ⅱ-H/Lを使用する。

㈱ユニオン G4226(L600)

１箇所

意

SS

1FL

廊下側

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0

2,200 125 800 70

60

１箇所

SS

1FL

廊下側

2
,
7
0
0

60

重量ｼｬｯﾀｰ

102

3,150

1.6

１箇所

SS

1
,
8
0
0

60

1.6,40

2
,
7
3
0

9
3
0

80075 115 2,450

１箇所

SS

廊下側

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0

2,200 125 800 70

201

１箇所

SS

廊下側

2
,
7
0
0

202

2FL2FL

3,250

１箇所

SS

廊下側

1
,
8
0
0

2
,
7
3
0

9
3
0

203

800 751152,450

重量ｼｬｯﾀｰ+片開きﾄﾞｱ 重量ｼｬｯﾀｰ+片開きﾄﾞｱ

１箇所

SS

廊下側

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0

2,200 125 800 70

301

１箇所

SS

廊下側

1
,
8
0
0

2
,
7
3
0

9
3
0

800 751152,450

302

3FL3FL

103

特別教室棟１階西側階段室普通教室棟１階東側階段室普通教室棟１階西側階段室

普通教室棟２階西側階段室 普通教室棟２階西側階段室 特別教室棟２階西側階段室

特別教室棟３階西側階段室普通教室棟３階西側階段室

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽt1.5加工 HL 露出型

1.6,40 ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 新設  SOP塗替え,

新設･改修部分(下地から)を示す

新設･改修部分(躯体又は準躯体から)を示す

新設･改修部分を示す

既設のままの部分を示す

1FL

廊下側

 SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ: ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽt1.5加工 HL 露出型

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 新設

 SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ: ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:  SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ:ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOP塗替え

6,ｽﾁｰﾙt1.ｽﾗｯﾄ: ﾄﾞｱ:ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

開閉器(手動) 自動閉鎖装置 連動中継器 手動閉鎖装置, , , (ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶﾊﾞｰ取替え)

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ: ,DC新設

60

重量ｼｬｯﾀｰ+片開きﾄﾞｱ

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽt1.5加工 HL 露出型

1.6,40 ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 新設  SOP塗替え,

 SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ: 60

重量ｼｬｯﾀｰ

1.6

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽt1.5加工 HL 露出型

ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 新設

 SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ: 60

1.6,40

重量ｼｬｯﾀｰ+片開きﾄﾞｱ

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:  SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ:ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOP塗替え

6,ｽﾁｰﾙt1.ｽﾗｯﾄ: ﾄﾞｱ:ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

開閉器(手動) 自動閉鎖装置 連動中継器 手動閉鎖装置, , , (ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶﾊﾞｰ取替え)

危害防止装置蓄電池取替え H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ: ,DC新設

2FL

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ:

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ:

60

重量ｼｬｯﾀｰ+片開きﾄﾞｱ

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽt1.5加工 HL 露出型

1.6,40 ｽﾗｯﾄ:ｽﾁｰﾙt1.6 新設  SOP塗替え,

 SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ:

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ:

60

1.6,40

重量ｼｬｯﾀｰ+片開きﾄﾞｱ

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:  SOP塗替えｽﾁｰﾙt1.6,まぐさ:ｽﾁｰﾙt1.6加工 SOP塗替え

6,ｽﾁｰﾙt1.ｽﾗｯﾄ: ﾄﾞｱ:ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

開閉器(手動) 自動閉鎖装置 連動中継器 手動閉鎖装置, , , (ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶﾊﾞｰ取替え)

危害防止装置蓄電池取替え H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, ,,ﾄﾞｱ: ,DC新設

開閉器(手動),自動閉鎖装置,手動閉鎖装置新設 開閉器(手動),自動閉鎖装置,手動閉鎖装置新設

開閉器(手動),自動閉鎖装置,手動閉鎖装置新設開閉器(手動),自動閉鎖装置,手動閉鎖装置新設

開閉器(手動),自動閉鎖装置,手動閉鎖装置新設

感知座板(機械式危害防止装置仕様) 感知座板(機械式危害防止装置仕様)

感知座板(機械式危害防止装置仕様)感知座板(機械式危害防止装置仕様)

感知座板(機械式危害防止装置仕様)

改修後建具特記仕様書･建具表(1)

感知座板:ｽﾃﾝﾚｽ製新設 感知座板:ｽﾃﾝﾚｽ製新設,吊元FBﾋﾞｽ止め丁番調整,ﾄﾞｱ:H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, , ,DC新設

感知座板:ｽﾃﾝﾚｽ製新設 ,吊元FBﾋﾞｽ止め丁番調整,ﾄﾞｱ:H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, , ,DC新設 感知座板:ｽﾃﾝﾚｽ製新設 ,吊元FBﾋﾞｽ止め丁番調整,ﾄﾞｱ:H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, , ,DC新設

感知座板:ｽﾃﾝﾚｽ製新設 ,吊元FBﾋﾞｽ止め丁番調整,ﾄﾞｱ:H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ, , ,DC新設

ｼｬｯﾀｰ部分全て新設。ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの新設には、無溶接工法にて施工を行うこと。 ｼｬｯﾀｰ部分全て新設。ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの新設には、無溶接工法にて施工を行うこと。

ｼｬｯﾀｰ部分全て新設。ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの新設には、無溶接工法にて施工を行うこと。 ｼｬｯﾀｰ部分全て新設。ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの新設には、無溶接工法にて施工を行うこと。

ｼｬｯﾀｰ部分全て新設。ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの新設には、無溶接工法にて施工を行うこと。

特S 特S 特S

特S 特S 特S

特S特S

ゴシック体は新設･改修部分を示す。

明朝体の仕上は既設仕上材を示す。 特記無き限り現状のままとする。

新
設
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新
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新
設
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ｲ
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ﾞ
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工

法
と

す
る

。

新
設

ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾙ
は

ｶ
ﾊ
ﾞ
ｰ
工

法
と

す
る

。

※ﾊﾞｯﾃﾘｰ不要の避難時停止装置を採用する。 ※ﾊﾞｯﾃﾘｰ不要の避難時停止装置を採用する。

※ﾊﾞｯﾃﾘｰ不要の避難時停止装置を採用する。※ﾊﾞｯﾃﾘｰ不要の避難時停止装置を採用する。

※ﾊﾞｯﾃﾘｰ不要の避難時停止装置を採用する。
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着工

竣工

施工
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A1:1/50

A3:1/100

建具表(2)

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

形式

見

込

枠

建具

付属金物

ガラス

備考

材料･仕上

符号 位置 数量

建 具 姿 図

意

SD

特別教室棟１階廊下 １箇所

1FL

廊下側

2
,
5
0
0

2,090

常時開放片開きﾄﾞｱ

100

40

SD

１箇所

1FL

廊下側

102

特別教室棟１階東側階段室

3,710

2
,
7
1
0

1
5
0

1
,
8
0
0

5
5
0

1
5
0

1
,
8
0
0

7
6
0

645 800 645 1,855 1,855

527.5 800 527.5

SD

１箇所

常時開放片開きﾄﾞｱ

201

普通教室棟２階東側階段室

2FL

1
,
8
0
0

615 800

2,030

615

階段室側

SD

１箇所

廊下側

2
,
7
1
0

1
5
0

1
,
8
0
0

7
6
0

202

特別教室棟２階東側階段室

2FL

1,850

525 800

3,700

1,850

525

SD

１箇所

2FL

階段室側

203

２階東側渡り廊下

常時開放両開きﾄﾞｱ常時開放両開きﾄﾞｱ常時開放両開きﾄﾞｱ

2,260

2
,
7
4
0

2
,
6
8
0

8
8
0

SD

常時開放片開きﾄﾞｱ

1
,
8
0
0

615 800

2,030

615

階段室側

2
,
6
8
0

8
8
0

301

普通教室棟３階東側階段室

3FL

SD

１箇所

廊下側

常時開放片開きﾄﾞｱ

1
5
0

1
,
8
0
0

特別教室棟３階東側階段室

2
,
7
1
0

7
6
0

1,750

475 800 475

3FL

市立湖東中学校特定防火設備改修工事

改修後建具表(2)

ｽﾁｰﾙt1.6

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ

 SOP塗替え

 SOP塗替え

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ ﾚﾘｰｽﾞ, , , ,DC新設

100

40

ｽﾁｰﾙt1.6

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ ﾚﾘｰｽﾞ, , , ,JC-1取替え

 SOP塗替え100

40

ｽﾁｰﾙt1.6

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ ﾚﾘｰｽﾞ, , ,

 SOP塗替え100

40

ｽﾁｰﾙt1.6

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ ﾚﾘｰｽﾞ, , ,

 SOP塗替え100

40

ｽﾁｰﾙt1.6

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ ﾚﾘｰｽﾞ, , ,

ﾚﾘｰｽﾞ開放時建具金物が引っかかって閉鎖しないので建具調整を行う事。

 SOP塗替え100

40

ｽﾁｰﾙt1.6

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ SOP塗替え

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ ﾚﾘｰｽﾞ, , , ,JC-1取替え,DC新設

100

40

ｽﾁｰﾙt1.6

ｽﾁｰﾙt1.6ﾌﾗｯｼｭ

 SOP塗替え

 SOP塗替え

H AH ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ ﾚﾘｰｽﾞ, , , ,DC新設

302

新設･改修部分(下地から)を示す

新設･改修部分(躯体又は準躯体から)を示す

新設･改修部分を示す

既設のままの部分を示す

１箇所

特S 特S 特S 特S 特S

特S 特S

ゴシック体は新設･改修部分を示す。

明朝体の仕上は既設仕上材を示す。 特記無き限り現状のままとする。
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